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庭
野
　
結
衣
さ
ん
（
田
川
町
２
）

　

今
日
は
正
式
に
大
人
の
仲
間
入
り

が
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。
今
は
大

学
で
福
祉
関
係
の
勉
強
を
し
て
い
ま

す
。
将
来
は
、
で
き
れ
ば
十
日
町
市

に
帰
っ
て
き
て
、
福
祉
の
仕
事
に
就

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

樋
口
　
友
佳
子
さ
ん
（
松
代
）

　

今
日
は
き
れ
い
な
着
物
を
着
る
こ

と
が
で
き
て
感
激
し
て
い
ま
す
。
幼

稚
園
教
諭
を
目
指
し
て
勉
強
し
て
い

ま
す
。
将
来
は
、
明
る
く
子
ど
も
の

気
持
ち
に
寄
り
添
え
る
、
そ
ん
な
幼

稚
園
教
諭
に
な
り
た
い
で
す
。

上
原
　
寛
喜
さ
ん
（
上
山
）

　

成
人
式
で
は
昔
か
ら
の
友
人
に
こ

れ
か
ら
会
う
の
が
楽
し
み
で
す
。
大

学
で
は
日
本
の
文
化
を
勉
強
中
で

す
。公
務
員
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、

十
日
町
市
に
帰
る
か
ど
う
か
は
考
え

中
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
大
人
の
自
覚

を
も
っ
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

　５月３日（憲法記念日）、クロス10で成人式が行われました。

今年の対象者は、昭和63年４月２日〜平成元年４月１日生ま

れの人で、642人（市内中学校卒業者数および学校基本調査）

です。当日は約550人の新成人が出席しました。

　お父さんやお母さん、近所の人、先輩など

今日まで育ててくれた人に感謝をしてくださ

い。そして、世の中にはいろんな人がいると

いうことをしっかりと分かって、自分以外の

人たちのこともしっかりと考えられる大人に

なってほしい。いっしょに元気な町にしてい

ってもらいたいと思います。

関 口 市 長    

自分以外の人のことを考えられる人に

　新成人を代表して、瀧澤和史さん（写真左）と桜井彩さ

んが新成人の抱負を発表しました。瀧澤さんはスキーにか

ける思いと、将来の希望に向かって失敗を恐れずにチャレ

ンジすることを誓いました。桜井さんは、福祉施設で働き

信頼される職員になる夢と、人との出会いが大切だと、現

場実習で感じたことを発表しました。

　
今
年
成
人
式
を
迎
え
た
皆
さ
ん
が
生
ま
れ
た
昭
和
63
年
か
ら
平
成
元
年

は
�
東
京
ド
ー
ム
が
完
成
・
瀬
戸
大
橋
が
開
通
し
�
同
年
の
有
名
人
に
は

卓
球
の
福
原
愛
選
手
や
プ
ロ
野
球
の
田
中
将
大
選
手
が
い
ま
す
�
し
か
し

何
と
い
�
て
も
大
き
な
出
来
事
は
�
昭
和
天
皇
が
崩
御
し
元
号
が
変
わ
�

た
こ
と
で
す
�
昭
和
64
年
は
元
日
か
ら
１
月
７
日
ま
で
の
７
日
間
�
１
月

８
日
か
ら
は
平
成
元
年
と
な
り
ま
し
た
�
今
年
の
新
成
人
は
平
成
生
ま
れ

で
は
初
め
て
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
�

　
そ
ん
な
新
成
人
に
�
会
場
で
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
�

新 成 人
インタビューインタビュー

佐
藤
　
杏
美
さ
ん
（
千
年
）

　

こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
み
ん
な

に
感
謝
を
し
た
い
で
す
。
将
来
は
助

産
師
に
な
っ
て
、
ゆ
く
ゆ
く
は
十
日

町
市
に
帰
っ
て
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
日
は
、
町
の
人
み
ん
な
が

成
人
に
な
っ
た
私
た
ち
を
見
に
来
て

く
れ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

上
田
　
錠
さ
ん
（
中
条
新
田
）

　

高
校
卒
業
後
、
長
野
県
で
整
体
の

仕
事
に
就
き
ま
し
た
。
今
は
整
体
の

こ
と
し
か
頭
に
あ
り
ま
せ
ん
。
少
な

く
と
も
５
年
間
は
修
行
に
励
み
、
納

得
の
い
く
腕
前
に
な
っ
て
か
ら
十
日

町
市
で
開
業
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
自
分
の
手
で
治
療
し
て
、
た
く

さ
ん
の
人
を
笑
顔
に
し
た
い
で
す
。

田
中
　
康
平
さ
ん
（
上
山
）

　
将
来
は
地
元
で
幼
稚
園
教
諭
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
、
今
は
専
門
学
校

で
学
ん
で
い
ま
す
。
ピ
ア
ノ
に
悪
戦

苦
闘
し
て
い
ま
す
が
、
授
業
で
仲
間

と
創
作
活
動
に
取
り
組
む
の
は
楽
し

い
で
す
。
成
人
式
を
迎
え
て
、
こ
れ

か
ら
は
マ
ナ
ー
を
わ
き
ま
え
ら
れ
る

大
人
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

佐藤　礼野さん（田川町１）

　成人式を迎えてやっと大人になっ
た感じがします。以前から着たかっ
た振りそでを着て身の引き締まる思
いです。将来、管理栄養士になるた
めに、学校に通って勉強しています。
早く一人前になって、両親に迷惑を
かけないようにしたいです。

相澤　和美さん（水梨）

　まだ成人になったという実感がわ
きませんが、これからは社会人とし
て責任ある行動をとりたいと思いま
す。現在、看護師になるために大学
に通っています。医療現場は人不足
と言われているので、早く社会に出
て貢献したいです。

富井　香織さん（上野）

　育ててくれた親にありがとうの言
葉を伝えたいです。今一番したいこ
とは、運転免許証を提示して堂々と
お酒を飲みたいです。新潟市内で働
いていますが、将来はお嫁さんにな
って地元で暮らしたいです。
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メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、
２
か
月
に

１
回
で
す
。
宅
内
の
給
水
管
の
漏
水

や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓

の
故
障
は
、
使
用
者
（
所
有
者
）
の

管
理
責
任
と
な
り
ま
す
。

　
特
に
、
確
認
し
に
く
い
床
下
や
地

中
の
漏
水
は
発
見
が
遅
れ
る
こ
と
が

多
く
、
相
当
の
額
の
水
道
料
金
が
請

求
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
ご

ろ
か
ら
メ
ー
タ
ー
に
異
常
が
な
い
か

点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

区　　分 給水人口（人） 割合（％）

上水道 33,691 54.8

簡易水道 26,053 42.4

小規模水道 253 0.4

組合営水道 214 0.3

自家用水のみ 1,246 2.1

人　　口 61,457 100

十日町市の水道利用状況
（平成21年４月１日現在）

◆
赤
い
水

　
水
道
管
に
つ
い
た
「
鉄
さ
び
」
が

主
な
原
因
。
し
ば
ら
く
水
を
出
し
て

い
る
と
き
れ
い
な
水
に
な
り
ま
す
。

◆
白
い
水

　
水
の
中
に
空
気
が
混
じ
り
、
小
さ

な
泡
が
で
き
た
た
め
に
白
く
見
え
ま

す
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
透
明

に
な
り
ま
す
。

◆
青
い
水

　
新
し
い
給
水
管
か
ら
溶
け
出
し
た

微
量
の
銅
イ
オ
ン
が
、
石
け
ん
と
反

応
し
て
「
銅
石
け
ん
」
と
な
り
、
タ

イ
ル
な
ど
に
付
い
て
青
く
染
ま
り
ま

す
。
浴
槽
な
ど
の
石
け
ん
や
湯
あ
か

が
残
ら
な
い
よ
う
、
手
入
れ
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

◆
水
道
水
の
お
い
し
い
飲
み
方

　
お
い
し
い
水
の
温
度
は
、
だ
い
た

い
15
℃
前
後
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ジ
ュ
ー
ス
の
よ
う
に
、
水
も
冷
や
し

て
飲
む
と
お
い
し
く
な
り
ま
す
。

　

水
道
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
経
済
活
動
を
支
え

る
必
要
不
可
欠
な
生
活
基
盤
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

漏
水
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

水
道
ひ
と
く
ち
メ
モ

６
月
１
日
㈪
〜
７
日
㈰

第
51
回
水
道
週
間

『
お
い
し
い
ね
　
こ
の
水
未
来
に
　
い
つ
ま
で
も
』

■問合せ
上下水道局
☎757-3115
（内線90）

第33回

　
5
月
3
日
（
憲
法
記
念
日
）�
市
街
地
を
中
心
に
第
33
回
十
日

町
き
も
の
ま
つ
り
（
十
日
町
き
も
の
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
�
好
天
に
も
恵
ま
れ
�
振
り
そ
で
を
着
た
新

成
人
や
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
３
３
�
０
０
０
人
が
�
歩
行
者
天
国

を
散
歩
し
て
い
ま
し
た
�

四ツ宮公園で行われた無料茶席は、お点前を
たしなむ若い着物姿の人たちであふれていま
した

衣装を身にまとい冠をかぶった子どもが通
りを練り歩く稚児行列。まち行く人たちに
かわいい笑顔を振りまいていました

歩行者天国で行われたよさこいフェスタでは、６チーム
が華麗な舞を披露していました

旭
日
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

齋木　實さん
(落之水・78歳)

  

永
年
に
わ
た
り
、
地
方
自
治
の
振
興
に

従
事
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
齋
木
實
さ

ん
が
春
の
叙
勲
に
輝
き
ま
し
た
。

　
齋
木
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
に
十
日
町
市

議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、
平
成
11
年
４

月
ま
で
の
４
期
16
年
間
に
わ
た
り
、
要
職

を
歴
任
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
７
年
５
月

か
ら
は
市
議
会
議
長
を
務
め
る
な
ど
、
持

ち
前
の
優
れ
た
才
知
と
見
識
、
豊
か
な
経

験
に
裏
付
け
さ
れ
た
行
動
力
に
よ
っ
て
市

議
会
活
動
を
先
導
し
て
き
ま
し
た
。
と
り

わ
け
上
越
魚
沼
地
域
振
興
快
速
道
路
の
開

設
や
促
進
に
心
血
を
注
ぎ
、
開
発
の
端
緒

を
開
い
た
ほ
か
、
冬
期
間
の
交
通
を
確
保

す
る
た
め
管
内
道
路
交
通
網
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
齋
木
さ
ん
は
、「
十
日
町
市
の
未
来
を

考
え
、
そ
の
と
き
に
や
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
を
や
っ
て
き
た
だ
け
で
す
。
受

章
は
今
ま
で
支
援
し
て
く
れ
た
市
民
の
皆

さ
ん
を
代
表
し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
す
」

と
控
え
め
に
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

阿部　　壽さん

(水野町・80歳)

（
地
方
自
治
功
労
）

（
消
防
功
労
）

おめでとうございますおめでとうございます

　さまざまな分野で永年にわたり活躍・貢献した皆さんが国から表彰され

ました。晴れの栄誉に輝いた皆さん、おめでとうございます。

緑
綬
褒
章調理ボランティア

山ゆりの会
(大平キミ代表・写真左)

　
永
年
に
わ
た
り
、
在
宅
福
祉
に
奉
仕
し

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
山
ゆ
り
の
会
が
春
の
褒
章
に
輝
き
ま
し

た
。

　
山
ゆ
り
の
会
は
昭
和
54
年
に
設
立
さ

れ
、
以
来
29
年
間
に
わ
た
り
、
川
西
地
域

の
高
齢
者
世
帯
や
身
体
障
害
者
世
帯
な
ど

の
希
望
者
宅
へ
届
け
る
弁
当
を
調
理
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
同
会
に
は
90
人
以
上
が

加
入
し
、
８
班
編
成
で
毎
週
月
・
木
曜
日

に
活
動
を
実
施
。栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、

地
元
産
や
旬
の
食
材
を
使
っ
た
弁
当
は
、

利
用
者
の
健
康
を
維
持
す
る
と
と
も
に

日
々
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い
て
、
在
宅
福

祉
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
受
章
に
あ
た
り
前
代
表
の
根
津
キ
ヨ
子

さ
ん
（
写
真
右
）
は
、「
み
ん
な
で
協
力

し
な
が
ら
、
家
事
の
延
長
の
よ
う
に
気
軽

に
活
動
で
き
た
の
が
長
続
き
の
秘
け
つ
」

と
話
し
、
代
表
の
大
平
さ
ん
は
、「
こ
れ

か
ら
も
心
の
こ
も
っ
た
お
い
し
い
弁
当
を

作
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
在
宅
福
祉
奉
仕
）

　
永
年
に
わ
た
り
、
消
防
団
活
動
に
従
事

し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
阿
部
茂
壽
さ
ん

が
春
の
叙
勲
に
輝
き
ま
し
た
。

　
阿
部
さ
ん
は
、
昭
和
26
年
に
旧
十
日
町

市
消
防
団
団
員
を
拝
命
し
て
以
来
、
常
に

第
一
線
で
幾
多
の
災
害
に
出
動
し
、
平
成

９
年
に
退
団
す
る
ま
で
分
団
長
、
副
団
長

な
ど
の
要
職
を
務
め
、
火
災
予
防
思
想
の

普
及
啓
発
に
尽
力
し
ま
し
た
。
ま
た
、
伝

統
工
芸
士
と
し
て
、
産
地
の
工
芸
品
の
振

興
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　「
受
章
は
本
当
に
私
で
良
い
の
か
と
い

う
気
持
ち
で
す
。
消
防
団
活
動
で
得
た
、

多
く
の
人
た
ち
と
の
交
流
は
私
の
宝
で

す
。
そ
の
多
く
の
人
た
ち
の
お
か
げ
で
受

章
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
分
団
の
無

災
害
の
記
録
を
作
ろ
う
と
頑
張
り
、
無
災

害
10
周
年
を
達
成
し
た
こ
と
は
、
う
れ
し

く
も
あ
り
、
誇
り
で
も
あ
り
ま
し
た
」
と

振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
も
多
く
の

団
体
の
要
職
を
は
じ
め
、
織
物
会
社
の
会

長
と
し
て
忙
し
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。
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地
域
お
も
て
な
し
事
業
補
助
金

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
中
！

大
地
の
芸
術
祭
②

い
よ
い
よ
こ
の
夏
開
幕
！

　
７
月
26
日
㈰
～
９
月
13
日
㈰
に
開
催
さ

れ
る
、
第
４
回
大
地
の
芸
術
祭
の
来
訪
者

を
地
域
独
自
で
お
も
て
な
し
し
ま
せ
ん

か
。
皆
さ
ん
が
行
う
お
も
て
な
し
の
ア
イ

デ
ア
を
市
が
支
援
し
ま
す
。
補
助
金
の
要

綱
と
申
請
書
類
は
、
芸
術
祭
推
進
室
（
本

町
分
庁
舎
）
及
び
各
支
所
地
域
振
興
課
に

配
置
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
団
体

　
集
落
や
町
内
会
、
商
店
街
振
興
組
合
、

地
区
振
興
会
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
団
体
や

大
地
の
芸
術
祭
協
力
団
体
な
ど
。

●
補
助
対
象
事
業

①
来
訪
者
を
歓
迎
す
る
雰
囲
気
を
地
域
に

醸
成
す
る
事
業

②
来
訪
者
を
も
て
な
し
、
地
域
住
民
と
の

交
流
を
図
る
事
業

③
来
訪
者
に
大
地
の
芸
術
祭
作
品
や
地
域

の
魅
力
を
案
内
す
る
事
業

④
そ
の
ほ
か
市
長
が
適
当
と
認
め
た
事
業

●
補
助
対
象
事
業
費

　
消
耗
品
の
購
入
費
、
来
訪
者
に
対
し
て

無
償
提
供
す
る
飲
食
物
購
入
費
、
地
域
独

自
の
案
内
地
図
や
宣
伝
用
印
刷
物
の
印
刷

費
、
案
内
所
・
休
憩
所
設
営
の
た
め
の
使

用
料
・
賃
借
料
な
ど
。

●
補
助
率
・
補
助
金
額

　
補
助
対
象
事
業
費
か
ら
ほ
か
の
公
的
補

助
金
を
控
除
し
た
額
の
５
分
の
４
。
た
だ

し
、
上
限
は
15
万
円
（
千
円
未
満
切
り
捨

て
）。

●
申
請
期
限

　
６
月
19
日
㈮
ま
で
に
芸
術
祭
推
進
室
へ

必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
お
も
て
な
し
ア
イ
デ
ア
交
歓
会
開
催
」

　
補
助
金
申
請
予
定
者
を
対
象
に
、
交
歓

会
を
開
き
ま
す
。

■
日
時
＝
６
月
９
日
㈫
　
午
後
７
時
～

■
会
場
＝
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容
＝

①
お
も
て
な
し
事
業
の
趣
旨
説
明

②
提
案
ア
イ
デ
ア
の
概
要
紹
介
と
申
請
予

　
定
者
同
士
の
ア
イ
デ
ア
交
歓

③
申
請
に
つ
い
て
の
全
体
質
疑

■
申
込
み
期
限

　
補
助
金
申
請
書
類
の
事
業
計
画
書
を
記

入
し
、
６
月
４
日
㈭
ま
で
に
提
出
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
７
５
７

｜

２
２
８
５
）
※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も

受
付

芸
術
祭
推
進
室
　
☎
７
５
７

｜

２
６
３
７

　
こ
の
作
品
は
、
５
年
前
の
中
越
大
震
災

か
ら
「
地
震
」
と
「
復
興
」
を
経
験
し
た

十
日
町
市
の
大
地
と
、「
古
い
家
を
捨
て

て
」「
だ
れ
か
と
新
し
い
世
界
を
築
く
」

人
生
の
一
場
面
に
あ
る
花
嫁
の
イ
メ
ー
ジ

を
重
ね
合
わ
せ
る
、
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

の
も
と
、
実
際
に
結
婚
す
る
カ
ッ
プ
ル
に

十
日
町
市
の
着
物
で
制
作
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
衣
装
を
着
て
も
ら
い
、
花
嫁
行
列
を

行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
現
在
、
作
家
の
南
雲
さ
ん
は
毎
週
末
に

十
日
町
を
訪
れ
、結
い
の
里
や
日
本
染
芸
、

美
容
室
し
る
え
っ
と
、
地
元
若
者
グ
ル
ー

プ
な
ど
か
ら
協
力
し
て
も
ら
い
、
行
列
の

準
備
や
衣
装
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
行
列
は
花
嫁
花
婿
の
ほ
か
、
地
元
の
人

た
ち
も
参
列
し
て
、
南
雲
神
社
か
ら
結
い

の
里
ま
で
の
道
を
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
り

な
が
ら
歩
く
お
祭
り
の
よ
う
な
も
の
に
な

る
予
定
で
す
。

　
夏
祭
り
に
行
く
感
覚
で
、
浴
衣
な
ど
を

着
て
い
っ
し
ょ
に
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
花
嫁
行
列

日
時

：

８
月
８
日
㈯
　
夕
方
～
午
後
８
時

（
受
付
開
始
５
時
）
※
予
定

○
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
展
示

　
花
嫁
行
列
の
衣
装
や
写
真
、
映
像
な
ど

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

期
間

：

８
月
15
日
㈯
～
９
月
13
日
㈰

　
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
://

h
a
n

a
y

o
m

e
.y

u
k
o
n

a
g
u
m

o
.n

e
t/)

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

オリジナル衣装を制作する作家

着
物
で
制
作
し
た
衣
装
を
ま
と
う
花
嫁

十
日
町
エ
リ
ア
作
品
制
作
レ
ポ
ー
ト

「
Ｓス

ク

ラ

ッ

プ

ｃ
ｒ
ａ
ｐ 

ａア

ン

ド

ｎ
ｄ 

Ｂブ

ラ

イ

ド

ｒ
ｉ
ｄ
ｅ
」

（
な
ぐ
も
原･

結
い
の
里
）

◎
作
家

：

南
雲
由
子
／
日
本

川
西
エ
リ
ア
作
品
制
作
レ
ポ
ー
ト

中
里
エ
リ
ア
作
品
制
作
レ
ポ
ー
ト

松
代
エ
リ
ア
作
品
制
作
レ
ポ
ー
ト

松
之
山
エ
リ
ア
作
品
制
作
レ
ポ
ー
ト

「『
再
生
・
海
そ
し
て
川
か
ら
』の
展
開
」

（
小
脇
）

◎
作
家

：

丹
治
嘉
彦
・
橋
本
学
／
日
本

　
新
潟
大
学
の
丹
治
嘉
彦
さ
ん
と
橋
本
学

さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
は
、
小
脇
集
落
の
協
力

を
得
て
、
小
脇
分
校
跡
地
で
作
品
制
作
を

行
っ
て
い
ま
す
。
作
品
内
容
は
、
前
回
の

芸
術
祭
で
使
用
し
た
流
木
を
炭
に
し
て
、

木
製
の
フ
レ
ー
ム
に
詰
め
、
流
木
に
よ
る

循
環
型
社
会
を
表
現
す
る
も
の
で
す
。
炭

は
、
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
近
く
に

あ
る
魚
沼
炭
工
房
の
協
力
と
指
導
を
得
て

制
作
し
て
い
ま
す
。

「
建
具
ノ
ニ
ワ
」

（
東
田
沢
）

◎
作
家

：

山
本
想
太
郎
／
日
本

　
民
家
で
不
要
に
な
っ
た
建
具
を
集
め
、

一
面
に
並
べ
て
庭
の
よ
う
な
空
間
を
つ
く

り
だ
す
作
品
を
、
東
田
沢
集
落
の
た
ば
こ

倉
庫
に
展
開
し
ま
す
。
ほ
の
暗
い
空
間
の

中
、
ま
っ
白
に
塗
ら
れ
た
建
具
の
庭
の
上

を
回
遊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
作
家
の
山
本
さ
ん
は
、
第
３
回
大
地
の

芸
術
祭
に
お
い
て
も
、松
之
山
地
域
で「
足

湯
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
て
作
品
を
設

置
し
ま
し
た
。
今
回
使
う
建
具
は
、
中
里

地
域
を
は
じ
め
、
ほ
か
の
地
域
の
人
た
ち

か
ら
も
協
力
し
て
も
ら
い
集
め
て
い
ま

す
。
不
要
と
な
っ
た
建
具
が
自
宅
に
あ
り

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

：

中
里
支
所
地
域
振
興
課
（
☎
７

６
３
―
２
５
１
１
）

第３回大地の芸術祭での山本さんの作品
©H.Kuratani

作品に使う炭を制作します

「
松
代
中
学
表
現
集
団
」

（
松
代
）

◎
作
家

：

ｗ
ａ
ｈ(

ワ
ウ)

／
日
本

　
松
代
中
学
校
の
２
年
生
28
人
と
、
お
も

し
ろ
い
と
思
う
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、

実
現
さ
せ
る
作
品
で
す
。
ど
ん
な
作
品
に

な
る
か
は
、
子
ど
も
た
ち
の
想
像
力
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。
作
家
は
４
月
か
ら
松
代

に
入
り
、
美
術
の
時
間
の
中
で
、
子
ど
も

た
ち
と
作
品
プ
ラ
ン
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
２
０
０
以
上
の

ア
イ
デ
ア
か
ら
、
プ
ラ
ン
を
絞
り
、
制
作

に
向
け
て
準
備
を
始
め
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
想
像
力
が
、
ど
ん
な
作
品
を
生
み
出

す
の
か
、
ぜ
ひ
期
待
し
て
く
だ
さ
い
。

「
目
を
凝
ら
し　

耳
を
澄
ま
す
」（中

尾
）

◎
作
家

：

谷
山
恭
子
／
日
本

　
伝
説
で
知
ら
れ
る
鏡
が
池
に
谷
山
恭
子

さ
ん
の
彫
刻
作
品
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
中

尾
に
暮
ら
す
人
々
の
大
切
に
し
て
い
る
物

を
彫
刻
に
し
て
、
そ
の
彫
刻
の
１
面
を
鏡

状
に
し
、
そ
こ
に
大
切
に
し
て
い
る
言
葉

を
刻
み
、
池
周
辺
に
ち
り
ば
め
ま
す
。
昨

年
の
冬
よ
り
何
度
も
集
落
に
通
い
、
皆
さ

ん
の
話
を
聞
い
た
り
、
大
切
な
物
を
見
た

り
し
て
き
た
谷
山
さ
ん
は
、
訪
れ
た
人
た

ち
が
目
を
凝
ら
し
て
集
落
の
宝
物
を
見
つ

け
、
耳
を
澄
ま
し
て
自
然
の
音
と
人
々
の

言
葉
に
触
れ
る
場
所
を
作
り
出
し
ま
す
。

作家とアイデアを出し合う子どもたち

作品を探し出し、言葉を見つける作品です
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市
民
や
地
域
、
各
種
団
体
と
行
政
が
連

携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
主

体
（
担
い
手
）
と
し
て
自
立
し
役
割
を
分

担
し
て
力
を
出
し
合
う
こ
と
で
、
公
共
的

な
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
、
協
働

の
基
本
的
な
姿
で
す
。
協
働
の
進
め
方
の

基
本
的
な
考
え
を
示
し
、
課
題
の
解
決
や

地
域
目
標
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

指
針
」
で
す
。

　
指
針
策
定
の
過
程
で
は
、
市
内
で
積
極

的
に
活
動
を
続
け
る
市
民
活
動
団
体
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
と
、
そ
こ
で
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
課
題
に
つ
い
て
の
行
政
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事

業
の
検
討
を
と
お
し
て
指
針
に
盛
り
込
む

べ
き
内
容
を
確
認
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
に
、
公
募
に
よ
る
20
人
の
市

民
と
21
人
の
市
職
員
に
よ
る
合
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
、
13
回
の
全

体
会
議
と
数
回
ず
つ
の
班
別
会
議
を
実
施

し
て
、
よ
う
や
く
内
容
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。

　
指
針
の
内
容
は
、
次
回
か
ら
連
載
で
紹

介
し
ま
す
。
内
容
表
現
を
や
わ
ら
か
く
す

る
た
め
に
、
メ
ン
バ
ー
の
ア
イ
デ
ア
で
オ

リ
ジ
ナ
ル
キ
�
ラ
ク
タ
ー
も
登
場
し
ま
す

の
で
、
お
楽
し
み
に
。

　
な
お
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
全
文

を
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

 
h

ttp
:/

/
w

w
w

.c
ity

.to
k

a
m

a
c
h

i.

n
iig

a
ta

.jp
/

　
21
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た
り
、
関
口

市
長
に
聞
き
ま
し
た
。  

　
市
民
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

す
る
こ
と
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
�
公
共
�
は
、
行
政
だ
け

が
担
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
も

行
政
も
、
互
い
に
知
恵
や
能
力
を
出
し
合

い
、�
新
し
い
公
共
�
を
つ
く
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
、
選
ば
れ
て
住
み
継

が
れ
る
、
魅
力
的
な
十
日
町
市
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。

　
推
進
指
針
に
基
づ
い
て
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
産
業
や
福
祉
、
地
域
づ
く
り
な
ど

い
ろ
ん
な
分
野
が
あ
り
、
多
く
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
願
い
し
た
い
で
す
ね
。

　
そ
の
う
え
で
、
活
動
を
支
援
す
る
制
度

や
拠
点
、
市
民
み
ん
な
で
取
り
組
め
る
事

業
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
広
い
意
味
で
の
十
日
町
市
の
自
立
で

す
。
こ
れ
に
は
市
民
の
自
覚
も
市
職
員
の

意
識
改
革
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
積
み
重
ね
た
う
え

で
、
一
つ
の
到
達
点
と
し
て
自
治
基
本
条

例
の
制
定
を
目
指
し
ま
す
。

　
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
ま
す
。

■
問
合
せ
　
総
合
政
策
課
協
働
の
ま
ち
づ

　
く
り
推
進
室
　
☎
７
５
７
︱
３
６
９
３

　（
内
線
２
３
5
）

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
情
報
⑬

推
進
指
針
を
も
と
に

 
 
 
 
 

21
年
度
事
業
が
ス
タ
ー
ト

合
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
策
定

〝
新
し
い
公
共
〞
の
創
造
へ

　
市
民
活
動
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
�
行
政
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
経
て
�
約
40
人
の

市
民
・
職
員
合
同
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
指
針
」
の
策
定
作
業
が
完
了
し
ま
し
た
�

　
21
年
度
は
�
指
針
を
も
と
に
�
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
や
推
進
支
援
制
度

の
検
討
な
ど
が
始
ま
り
ま
す
�

～ホスピタリティー
　（おもてなしの心）の大切さ～

めざせ！

観光
交流都市

観光交流課　☎757-3100

新潟DCのシンボルマーク

②

　大観光交流年の今年は、多くの観光客が十日町市を訪れます。市

内観光に満足してもらうと同時に、再び十日町市を訪れたいと思っ

てもらえるようなおもてなしをすることで、リピーター客の増加に

つなげることが大切です。

■
全
国
に
誇
れ
る
里
山
風
景

　
市
内
に
は
、
全
国
に
誇
れ
る
豊
か
な
里

山
風
景
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
に
ほ
ん
の

里
１
０
０
選
に
も
選
ば
れ
た
「
松
之
山
・

松
代
」
の
棚
田
を
は
じ
め
、
美
人
林
や
小

白
倉
集
落
な
ど
都
会
に
は
無
い
す
ば
ら
し

い
景
色
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
地
元

の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
り
昔
か
ら
大
切
に
守

ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
の
土
地
に
住

ん
で
い
る
人
の
、
地
域
を
愛
す
る
心
に
よ

っ
て
、
観
光
資
源
の
魅
力
が
高
ま
っ
て
い

く
も
の
で
す
。

■
地
域
の
光
を
観み

る

　「
観
光
」と
は
、そ
の
地
域
の「
光
」を「
観

る
」
こ
と
で
す
。
地
域
の
自
然
や
歴
史
、

文
化
、
芸
能
な
ど
そ
の
土
地
の
光
輝
く
素

材
を
来
訪
者
に
観
て
も
ら
い
、
そ
の
土
地

な
ら
で
は
の
す
ば
ら
し
い
魅
力
を
感
じ
る

こ
と
も
観
光
の
楽
し
み
方
の
一
つ
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
地
域
の
人
と
の
触
れ
合
い

や
交
流
が
、
観
光
の
印
象
や
思
い
出
と
し

て
残
り
ま
す
。
そ
の
土
地
の
印
象
度
に
よ

り
、
観
光
客
は
再
来
訪
（
リ
ピ
ー
タ
ー
）

に
結
び
付
い
て
い
き
ま
す
。

■
温
か
い
お
も
て
な
し

　
今
年
は
「
新
潟
県
大
観
光
交
流
年
」
で

あ
る
た
め
、
大
勢
の
観
光
客
が
新
潟
県
内

に
足
を
運
ぶ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
を
契
機
と
し
て
来
年
以
降
、
リ
ピ
ー
タ

ー
客
の
増
加
に
結
び
付
け
、
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
よ
る
温
か
い
お
も
て
な
し
の
心

が
何
よ
り
も
重
要
と
な
り
ま
す
。
特
に
最

近
は
中
・
高
年
の
個
人
旅
行
客
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
方
言
を
聞
き
な
が
ら

交
流
し
、
そ
の
土
地
の
歴
史
や
文
化
、
風

習
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
が
、
と
て
も
貴
重

な
体
験
と
し
て
観
光
客
の
満
足
度
を
高
め

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

■
現
在
の
取
り
組
み
紹
介

　
毎
年
、
市
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協

力
の
も
と
「
越
後
田
舎
体
験
」
と
い
う
体

験
教
育
旅
行
で
、
都
会
の
小
・
中
学
生
を

大
勢
受
け
入
れ
、
農
業
体
験
や
農
家
民
泊

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
ま
で
よ
り
、

い
っ
そ
う
の
力
を
入
れ
て
地
元
の
人
の
温

か
さ
や
里
山
の
美
し
さ
、
農
業
の
す
ば
ら

し
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
市
観
光
協
会
で
は
観
光
ガ
イ
ド
の
会
を

組
織
し
、
市
民
ガ
イ
ド
の
育
成
や
研
修
・

イ
ベ
ン
ト
時
の
観
光
案
内
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
約
50
の
商
店
な
ど

か
ら
の
協
力
に
よ
り
、
無
料
の
お
立
ち
寄

り
処
「
ホ
ッ
と
ひ
と
駅
」
を
設
置
し
、
ト

イ
レ
使
用
や
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
、
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
置
な
ど
で
観
光
客

の
皆
さ
ん
を
お
も
て
な
し
の
心
で
迎
え
て

い
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
今
年
の
大
観
光
交
流
年
に
欠

か
せ
な
い
大
切
な
取
り
組
み
で
す
。

■
地
域
の
お
も
て
な
し
が
大
切

　
商
店
街
や
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
て
い
る
観
光
客
を

見
か
け
た
ら
、
ひ
と
声
掛
け
て
案
内
し
た

り
、
観
光
バ
ス
や
電
車
に
乗
っ
て
い
る
人

を
見
か
け
た
ら
手
を
振
っ
て
出
迎
え
や
見

送
り
を
お
願
い
し
ま
す
。
少
し
勇
気
が
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
温
か
い
心
で
お

も
て
な
し
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

越後田舎体験に参加する都会の子どもたち

イベントで道案内する観光ガイド
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協
働
へ
の
思
い
は
？

  

こ
れ
か
ら
の
進
め
方
は
？

  

目
指
す
と
こ
ろ
は
？



平
成
20
年
度

メ
ニ
ュ
ー
②
大
地
の
芸
術
祭
の
開
催
や
作

品
管
理
（
活
用
額
２
�
０
０
０
万
円
）

　
第
４
回
大
地
の
芸
術
祭
の
開
催
に
向
け

て
作
品
制
作
や
各
種
企
画
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
そ
の
財
源
の
一
部
と
し
て

活
用
し
ま
し
た
。

メ
ニ
ュ
ー
⑩
市
長
に
お
任
せ（
活
用
額
１
�

８
９
４
万
５
�
０
０
０
円
）

　
幼
児
の
保
育
環
境
の
整
備
を
図
る
た

め
、
公
立
保
育
所
、
私
立
保
育
所
及
び
私

立
幼
稚
園
の
修
繕
を
行
う
と
と
も
に
、
図

書
や
が
ん
具
を
購
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、

未
整
備
と
な
っ
て
い
た
小
・
中
学
校
に

A
E
D
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
配

置
す
る
と
と
も
に
、
古
く
な
っ
た
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
更
新
す
る
た
め
の
財
源
の
一
部

と
し
て
活
用
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
度

メ
ニ
ュ
ー
③
子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
害
者

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
（
活
用
額
55
万

円
）

　
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
入
浴
用

の
リ
フ
ト
チ
ェ
ア
が
１
台
し
か
な
く
、
利

用
者
は
順
番
待
ち
と
な
っ
て
い
て
不
便
を

か
け
て
い
ま
す
。
利
用
者
が
順
番
待
ち
す

る
こ
と
な
く
施
設
を
有
効
に
利
用
で
き
る

よ
う
、
入
浴
用
の
リ
フ
ト
チ
ェ
ア
を
１
台

購
入
す
る
財
源
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
④
子
育
て
し
や
す
い
教
育
環
境

の
整
備
（
活
用
額
26
万
２
�
７
０
０
円
）

　
絵
本
を
と
お
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の

機
会
を
作
る
こ
と
や
幼
児
の
情
操
教
育
を

推
進
す
る
た
め
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

と
し
て
乳
幼
児
の
10
か
月
身
体
測
定
と
１

歳
６
か
月
健
診
時
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

保
育
士
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
実

施
し
、絵
本
を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
⑩
の
市
長
お
任
せ
分
43
万
３
０

０
円
と
合
わ
せ
、
69
万
３
、
０
０
０
円
で

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
⑥
自
然
環
境
の
保
全
（
活
用
額

17
万
４
�
５
０
０
円
）

　
市
内
に
あ
る
４
０
０
ha
の
集
落
共
有
林

は
、
手
入
れ
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
、
森
林
の
荒
廃
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
荒
廃
化
し

た
森
林
を
集
落
共
有
林
整
備
事
業
と
し

て
、
住
民
の
共
同
作
業
に
よ
り
倒
木
処
理

や
関
連
作
業
道
の
整
備
な
ど
を
行
っ
た
場

合
に
、
20
万
円
を
上
限
に
作
業
費
の
50
％

を
助
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
メ
ニ

ュ
ー
⑩
の
市
長
お
任
せ
分
82
万
５
、
５
０

０
円
と
合
わ
せ
、
１
０
０
万
円
で
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
⑩
市
長
に
お
任
せ
（
活
用
額
５

１
３
万
２
�
８
０
０
円
）

　
市
長
に
お
任
せ
と
し
て
い
た
だ
い
た
寄

附
金
を
次
の
３
つ
の
事
業
に
活
用
し
ま

す
。

○
小
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
事
業
（
活

　
用
額
３
、
８
７
７
万
円
）

○
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
（
活
用
額
43
万

　
３
０
０
円
）（
再
掲
）

○
集
落
共
有
林
整
備
事
業
（
活
用
額
82
万

　
５
、
５
０
０
円
）（
再
掲
）

寄附金の活用メニュー
寄附の
件　数

H21.3.31現在
寄附金額

H20活用額
（実績）

H21活用額
（当初予算）

残　　額

①雪まつりや雪を楽しむイベントの開催 ５ 175,000 175,000

②大地の芸術祭の開催や作品管理 12 20,160,900 20,000,000 160,900

③子ども・高齢者・障害者にやさしいまちづくり 32 865,500 550,000 315,500

④子育てしやすい教育環境の整備 13 262,700 262,700 0

⑤道路や住宅の雪対策 12 135,100 135,100

⑥自然環境の保全 6 214,500 174,500 40,000

⑦自然エネルギーの活用 1 20,000 20,000

⑧スポーツ健康都市づくり 6 54,500 54,500

⑨芸術文化活動の振興 2 203,000 203,000

⑩市長にお任せ 846 24,425,222 18,945,000 5,132,800 347,422

合　　　　　　　　計 935 46,516,422 38,945,000 6,120,000 1,451,422

単位：円

寄
附
金
の
明
細

とおかまち応援寄附金（ふるさと納税）の
活用事業をお知らせします

●問合せ　財政課　☎757-3114

　ふるさとを思うあたたかい寄附金は、平成21年3月31日現在、935人の皆さんから46,516,422円

となりました。大変ありがとうございました。平成20年度実績及び21年度当初予算における寄附

金活用事業を報告します。

地　域 対　象　集　落（行政区）

十日町

猿倉　津池　菅沼　大池　十日町赤倉　市之沢　嘉勝

轟木　焼野　魚之田川　新水　宇田ケ沢　中条菅沼　

山新田　東枯木又　西枯木又　蕨平　三ッ山　上田原　

池谷　笹之沢　落之水　池之平　孕石　長里　椌木

田麦　二ツ屋　船坂　塩ノ又　樽沢　中手　中平

名ケ山　仙之山　平　漉野　慶地　二子　願入　塩野　

天池　細尾　池ノ尻　漆島　池沢　野中　鍬柄沢

当間　大石　南雲　中在家　水沢市ノ沢　珠川 

川　西

元町　新町新田　下平新田　三領　小根岸　木落

寺ケ崎　塩辛　原田　根深　下原　中仙田　室島　小脇

高倉　田戸　赤谷　岩瀬　大倉　大白倉　小白倉

中　里

芋沢　田沢本村　東田沢　如来寺　豊里　通り山

高道山　朴木沢　宮沢　市之越　鷹羽　白羽毛　程島

東田尻　角間　葎沢　土倉　倉下　芋川新田　小出

西方　西田尻　芋川　倉俣　重地　清田山　中里下山　

田代　新屋敷　本屋敷　堀之内　宮中

松　代 全行政区

松之山 全行政区

集落ぐるみの支え合い

集落安心づくり事業
実施団体を募集します

集
落
安
心
づ
く
り
事
業
と
は

　
こ
の
事
業
は
、
同
じ
集
落
（
行
政
区
）

に
暮
ら
す
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
世
帯

に
、
冬
場
の
宅
地
内
の
避
難
路
確
保
や
日

常
の
見
守
り
な
ど
の
支
援
活
動
を
行
う
場

合
、
市
が
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る

制
度
で
す
。
20
年
度
は
、
29
集
落
、
32
団

体
が
取
り
組
み
ま
し
た
。

対
象
集
落

　
中
山
間
地
域
の
集
落
（
行
政
区
）
及
び

高
齢
化
率
が
40
％
以
上
の
集
落
が
対
象
で

す
。補

助
を
受
け
る
に
は

　
こ
の
事
業
の
補
助
を
受
け
る
た
め
に

は
、お
お
む
ね
一
つ
の
集
落（
行
政
区
）で
、

次
の
よ
う
な
組
織
を
設
置
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

①
集
落
全
体
で
設
置
す
る
場
合

　
お
お
む
ね
8
割
以
上
の
世
帯
が
加
入

②
集
落
の
1
区
域
で
設
置
す
る
場
合

　
20
戸
以
上
の
世
帯
が
加
入

支
援
活
動
の
内
容
は

　
集
落
で
組
織
（
団
体
）
を
設
置
し
、
次

の
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

①
要
援
護
世
帯
な
ど
へ
の
支
援
活
動

・
冬
場
の
私
有
地
内
の
避
難
路
確
保
や
安

　
否
確
認
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
の
支
援

・
日
常
の
見
守
り
な
ど
に
よ
る
安
全
・
安

　
心
の
確
保
の
た
め
の
支
援

・
事
故
や
災
害
な
ど
非
常
時
の
救
援
支
援

②
集
会
所
な
ど
の
公
共
施
設
の
維
持
管
理

　
な
ど

※
要
援
護
世
帯
と
は
、
高
齢
者
世
帯
、
母

子
世
帯
、身
障
者
世
帯
な
ど
を
い
い
ま
す
。

補
助
金
の
額

1
組
織
（
団
体
）
年
間
10
万
円

申
請
方
法

　
次
の
も
の
を
、
提
出
期
限
ま
で
に
市
窓

口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
補
助
金
交
付
申
請
書

②
集
落
安
心
づ
く
り
の
会
規
約

③
予
算
書

申
請
書
の
提
出
期
限

　
本
年
度
か
ら
申
請
書
の
提
出
期
限
を
延

長
し
、
９
月
30
日
㈬
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※高齢化率40%以上の集落（行政区）へは、後日市政事務嘱託員あてに、
　個別にご案内します。

　
集
落
内
の
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
世
帯
を
�
集
落

ぐ
る
み
で
支
え
合
う
「
集
落
安
心
づ
く
り
事
業
」�
身

近
な
人
た
ち
の
心
が
通
い
合
う
活
動
と
し
て
�
実
施
す

る
団
体
が
増
え
て
い
ま
す
�

申込み・問合せ

福祉課高齢福祉係（☎757-9758）
及び各支所市民課福祉・介護係

事業内容や取り組み方法など不明なこ
とは、気軽に問い合わせてください。
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見
て
・
聞
い
て
・
体
験
し
て

　
　
　
　

～
芸
術
家
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

松之山小 美人林清掃遠足坂口安吾まつり開催される

の
温
泉
街
へ
販
売
に
行
く
と
、
旅
館
の

女お

か

み将
さ
ん
や
観
光
客
が
、「
き
れ
い
に
そ

ろ
え
て
あ
る
ね
」
な
ど
と
声
を
掛
け
な
が

ら
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。木
南
校
長
は
、

「
山
菜
の
採
取
か
ら
商
品
と
し
て
の
仕
上

げ
、
販
売
ま
で
休
む
間
も
な
い
で
す
が
、

生
徒
は
と
に
か
く
よ
く
働
き
ま
す
。
近
年

は
山
菜
を
よ
く
知
ら
な
い
新
入
生
も
い
ま

す
が
、
毎
年
上
級
生
が
下
級
生
に
教
え
て

引
き
継
い
で
い
ま
す
。
父
母
や
祖

父
母
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
く
れ

て
い
る
の
で
、
地
域
の
文
化
を
継

承
す
る
行
事
と
し
て
、
今
後
も
大

切
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
４
月
28
日
㈫
、
松
之
山
中
学
校
（
木
南

文
男
校
長
・
生
徒
57
人
）
で
生
徒
会
活
動

の
一
環
と
し
て
、
松
之
山
の
自
然
を
生
か

し
た
山
菜
取
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

取
り
組
み
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
を

得
な
が
ら
創
立
以
来
続
い
て
い
る
も
の

で
、
山
菜
を
販
売
し
た
収
益
は
生
徒
会
の

運
営
経
費
な
ど
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
ご
と
に
７
班
に
分
か
れ
て
入
山
。

女
子
は
比
較
的
傾
斜
の
緩
い
と
こ
ろ
、
男

子
は
傾
斜
の
き
つ
い
斜
面
な
ど
で
、
ぜ
ん

ま
い
や
ウ
ド
、
木
の
芽
な
ど
を
収
穫
し
ま

し
た
。
収
穫
し
た
山
菜
は
学
校
に
集
め
ら

れ
、
ぜ
ん
ま
い
は
す
ぐ
に
綿
を
取
り
、
ゆ

で
て
天
日
干
し
に
。
ウ
ド

や
木
の
芽
な
ど
は
仕
分
け

さ
れ
販
売
用
に
き
ち
ん
と

そ
ろ
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
夕
方
４
時
30
分
、
生
徒

会
役
員
を
中
心
と
し
た
生

徒
た
ち
が
、
こ
ご
め
や
木

の
芽
、
ウ
ド
な
ど
を
地
元

松
之
山
中
学
校
で
山
菜
採
り

自
ら
汗
を
流
し
生
徒
会
活
動
資
金
に

　５月９日㈯・10日㈰の両日、松之山自然休養村センターを

主会場に、松之山商工会と松之山安吾の会が主催して坂口安吾

まつりが開催されました。坂口安吾の姉が松之山の「村山家」

に嫁ぎ、安吾自身も松之山に滞在し創作活動を行っていたこと

から、昭和62年に松之山に安吾碑を建立、「安吾まつり」はそ

の翌年から開催されています。第１部では安吾の長男・坂口綱

男氏による基調講演「安吾のいる風景」が行われたほか、各地

区の安吾の会代表や手塚眞氏（映画「白痴」監督）、カール・

ベンクス氏（第２回安吾賞特別賞受賞者）など６人が参加し、「安

吾の可能性」と題してシンポジウムが行われました。松之山安

吾の会事務局長の高橋主計さんは、「新十日町市になってから

数人が新しく会員に加わりました。今後も活動を継続するため

に、さらに新規会員を募集中です」と話していました。

　松之山小学校（山﨑美枝子校長・児童59人）

が、連休前の５月１日㈮、美人林の清掃を行い

ました。この清掃活動は、遠足を兼ねて春と秋

の２回実施。松之山小学校では児童全員が緑の

少年団に加入し、動・植物などの自然観察や学

校林の手入れ、森林内の清掃奉仕活動などを行

い、地域の緑化推進に努めています。

　この日は美人林で昼食を食べた後、地主の一

人、田辺誠二さん（松口・84歳）から指導を

受けながら、林内の小枝やゴミなどを拾い集め

ました。清掃が終わりすっかりきれいになった

美人林には、５月２日㈯から６日㈬までの５日

間で約11,100人の観光客が訪れ、新緑の美人

林を満喫しました。

〝
親
・
愛
・
育
〞共
に
学
ぼ
う
！

  

美
し
い
緑
か
ら

　
５
月
12
日
㈫
、
上
野
小
学
校
（
小
林
悦
子

校
長
・
児
童
97
人
）
で
「
上
野
緑
の
少
年
団
」

入
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
上
野
緑
の
少

年
団
」
は
昭
和
59
年
に
結
成
さ
れ
、
今
年
で

25
年
目
の
節
目
を
迎
え
る
、
長
い
歴
史
と
伝

統
の
あ
る
少
年
団
で
す
。

　
出
席
し
た
来
賓
か
ら
は
、「
皆
さ
ん
の
お

兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
た
ち
も
活
動
し
た
少
年

団
で
す
。
25
年
と
い
う
伝
統
を
誇
り
に
思
い
、

元
気
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
の

言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
児
童
か
ら
は
入
団

の
決
意
や
誓
い
の
言
葉
な
ど
が
元
気
い
っ
ぱ

い
に
宣
誓
さ
れ
、
今
年
度
の
緑
の
少
年
団
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　　元気いっぱいに宣誓しました
　　　　　　「緑の少年団誓いの言葉」

春を満喫！仙田山菜まつり
　５月４日(みどりの日)、仙田体験交流

館キラリとその周辺を会場に、第９回仙

田山菜まつりが開催されました。

　キラリの裏山では、早朝から山菜採り

体験が行われ、参加した皆さんは、「ほら、

足元にもあるよ」と地元インストラクタ

ーからの指導を受けながら、大きな袋い

っぱいに山の恵みを持ち帰りました。ま

た、キラリ館内では、採れたての山菜や

農産物の販売、山菜バイキングなどが行

われ、大勢の来場者でにぎわいました。

美味しそうなウド、食べ方いろいろ

集中、集中、切り絵に挑戦！

上手にできたよ！ぼくの風車

　
７
月
26
日
㈰
か
ら
開
催
さ
れ
る
第
４
回

大
地
の
芸
術
祭
に
向
け
て
、
川
西
地
域
で

も
作
品
づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
５
月
３
日
（
憲
法
記
念
日
）、
ナ
カ
ゴ

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
芝
生
広
場
で
、
上
野
地

区
こ
ど
も
を
育
む
会
（
渡
貫
文
人
会
長
）

主
催
に
よ
る
作
品
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
上
野

地
区
の
親
子
や
、
新
町
新
田
の
神
社
に
作

品
展
開
を
行
う
東
京
電
機
大
学
岩
城
研
究

室
の
学
生
な
ど
、
総
勢
60
人
が
参
加
。
上

野
在
住
の
渡
辺
正
範
さ
ん
と
ア
ー
ト
ネ
ッ

ト
か
わ
に
し
の
共
同
作
品﹃
大
地
の
記
憶
﹄

と
、
高
原
田
出
身
の
作
家
・
笹
川
か
お
り

さ
ん
の
作
品
﹃
囲

か
こ
い

﹄
の
制
作
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
渡
辺
さ
ん
の
作
品
は
、
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
～
節
黒
城
キ
�
ン
プ
場
間
連
絡

道
の
地
層
に
沿
っ
て
風
車
を
お
よ
そ
３
、

０
０
０
本
設
置
し
、
か
つ
て
の
地
表
面
や

大
地
創
造
の
ド
ラ
マ
を
想
像
し
て
も
ら
う

も
の
で
、
参
加
者
た
ち
は
色
と
り
ど
り
の

風
車
を
５
０
０
個
ほ
ど
作
成
し
ま
し
た
。

　
笹
川
さ
ん
の
作
品
は
、
旧
上
野
第
一
集

会
所
に
「
雪
囲
い
」
を
し
た
暗
い
空
間
を

つ
く
り
、
切
り
絵
を
は
っ
た
障
子
を
並
べ

て
冬
の
景
色
を
生
み
出
す
も
の
で
す
。
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
障
子
に
は
め
込
む

切
り
絵
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
作
業
終
了
後
に
は
昼
食
会
も
開
か
れ
、

上
野
地
区
こ
ど
も
を
育
む
会
特
製
の
と
ん

汁
を
食
べ
な
が
ら
、
活
発
な
意
見
交
換
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
作
家
と
地
元
住
民

の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
ほ
か
の
作
家
が
協
力

し
、
協
働
で
作
品
制
作
を
行
う
有
意
義
な

試
み
と
な
り
、
皆
さ
ん
が
生
き
生
き
し
た

表
情
で
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
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昭和の十日町

吉田中学校
クロスカントリースキー部・陸上部

尾
身
勇
気
さ
ん
�
柳
星
矢
さ
ん

─
─

普
段
は
和

や
か
に
し
て
い
ま
す
が
、
練
習
に
な
る
と
黙
々

と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
集
中
し
ま
す
。
毎
日
、
朝

練
な
ど
が
あ
り
つ
ら
い
で
す
が
、
全
国
大
会
で

優
勝
し
た
い
と
い
う
目
標
が
あ
る
の
で
頑
張
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
お
互
い

に
励
ま
し
合
え
る
良
い
関
係
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
ほ
か
の
学
校
か
ら
目
標
と
さ
れ
る
部
で

あ
り
た
い
で
す
。

太
島
誠
先
生
�
齋
木
勝
紀
先
生

─
─

吉
田
中
学

校
の
強
さ
の
秘
け
つ
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
保

護
者
・
学
校
の
連
携
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
昔
か
ら
こ
の
地
域
に
伝
わ
る
、
小

学
校
か
ら
の
一
貫
し
た
教
育
が
、
生
徒
た
ち
の

豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

恵
ま
れ
た
地
域
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
に
感
謝

し
て
、
素
直
で
ひ
た
む
き
な
吉
田
の
子
ら
し
さ

を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　全校生徒85人のうち、クロスカントリース

キー部員と陸上部員が６割以上を占める吉田中

学校。全国トップクラスの成績を誇るクロスカ

ントリースキー部と、スキーのトレーニングを

とおして体力向上を図り市内屈指の強豪校とし

て知られる陸上部。伝統を守り成長するその姿

勢は、今も生徒たちに受け継がれています。

NPOタスクの管理する施設

〈屋内体育施設〉

▶市総合体育館▶市民体育館▶武道館▶市民スポー

ツハウス

〈屋外体育施設〉

▶笹山野球場▶城ケ丘テニスコート▶信濃川運動公

園▶青少年運動公園▶水沢運動公園▶陸上競技場

▶市民プール▶総合公園

施設利用の問合せ：NPOタスク（市総合体育館内）

　　　　　　　　　☎752-4377

　　　　　　　　　※毎月第３火曜日休館

■名称の由来

　タスク＝「ＴＡＳＣ」のＴは十日町、Ａはアート（芸

術）、Ｓはスポーツ、Ｃはカルチャー（文化教養）を

表しています。平成14年７月に国から特定非営利活動

法人エヌピーオータスクとして認定・設立されました。

■基本理念

　まちづくりや社会教育、スポーツ活動の振興を図り、

支援活動をとおして街にゆとりをはぐくみ、地域の活

性化と社会全体の利益をねらいとしています。

　これまで芸術文化活動や児童の健全育成をはじめ、

十日町市文化協会連合会、十日町市体育協会の事業活

動に助成を行っています。

■賛助会員を募集

　会の趣旨に賛同した企業や団体・個人から寄付金を

受けながら運営しています。このため、「費用対効果」

を意識した効率的な事業運営に努めています。現在、新

規加入募集と継続加入をお願いしています。

■体育施設の管理運営

　本年度から十日町地域の体育施設の指定管理者とな

り、下記施設の管理・運営を受託しました。身近な施設

として、皆さんからより気持ちよく利用してもらうため

の改善のチャンスととらえ、そ

の環境づくりに努めます。
～ＮＰＯ「タスク」活動紹介～

スポーツ振興課　☎ 752-3103

しもう ポーツ
くろう 康

今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
の
こ
と
。

大
池
の
主
の
竜
が
天
の
石
を
持
っ

て
飛
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
竜
の
手

か
ら
す
る
り
と
石
が
こ
ぼ
れ
、
愛

宕
山
に
落
ち
ま
し
た
。
石
は
ほ
と

ん
ど
土
に
埋
ま
り
ま
し
た
が
、
地

上
に
出
て
い
る
と
こ
ろ
は
斜
面
の

端
か
ら
せ
り
出
し
、
屋
根
の
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
石
は
竜
の
落
と
し
子
だ
か

ら
雨
の
気
を
い
っ
ぱ
い
含
ん
で
い

て
、
石
を
欠
く
と
必
ず
雨
が
降
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
道
ば
た
の
石
を

雨
降
り
石
に
投
げ
つ
け
、「
わ
ー
、

雨
が
降
る
ぞ
ー
」
と
一
目
散
に
坂

道
を
駆
け
下
り
て
い
く
と
、
家
に

着
く
前
に
雨
が
降
り
出
し
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、こ
の
石
は
、い
つ
の
日
か
「
雨

降
り
石
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

石
を
投
げ
つ
け
た
く
ら
い
で
雨

が
降
る
の
で
す
か
ら
、
日
照
り
が

続
く
と
近
郷
近
在
か
ら
人
々
が
集

ま
り
、
祭
壇
を
設
け
て
石
を
欠
き

な
が
ら
一
所
懸
命
雨
乞
い
を
し
ま

し
た
。
す
る
と
、
ど
ん
な
に
晴
れ

た
日
で
も
必
ず
雨
が
降
っ
て
作
物

を
よ
み
が
え
ら
せ
ま
し
た
。
こ
の

ご
利
益
に
感
謝
す
る
た
め
、
雨
降

り
石
の
上
に
は
石
灯
ろ
う
が
の
せ

ら
れ
、
行
き
交
う
人
か
ら
い
っ
そ

う
あ
り
が
た
が
ら
れ
ま
し
た
。

雨
降
り
石
は
別
名
「
雨
や
ど
り

石
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

大
部
分
が
土
に
埋
ま
っ
て
い
る
た

め
、
本
当
の
大
き
さ
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
地
上
に
出
て
い
る
分
だ

け
で
も
相
当
の
大
き
さ
で
し
た
。

愛
宕
山
で
子
ど
も
た
ち
が
遊
ん
で

い
て
、急
に
雨
が
降
り
出
し
て
も
、

昔
は
こ
の
石
の
下
で
、
５
人
で
も

10
人
で
も
ぬ
れ
ず
に
雨
や
ど
り
で

き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

明
治
33
年
の
十
日
町
大
火
の
と

き
、
焼
け
出
さ
れ
た
す
し
屋
の
一

家
３
人
が
、
長
い
間
こ
の
石
の
下

で
暮
ら
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
か

ら
、
当
時
の
大
き
さ
が
し
の
ば
れ

ま
す
。

灯
ろ
う
の
上
部
は
、
中
越
大
震

災
の
と
き
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
雨
降
り
石
は
、
愛
宕
山
へ
の

つ
づ
ら
折
れ
の
坂
道
を
登
り
切
る

直
前
に
、
い
ま
で
も
ひ
っ
そ
り
と

た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。

No.2

昭和30年代から高度経済成長

時代に入り、十日町市の商業も大

きく発展しました。

本町通りは43年から道幅18m

の拡幅工事と、片側３mのアーケ

ード付き歩道や、流雪溝の整備が

進められ、この写真に見るような

昔ながらの家屋の多くは取り壊さ

れ、現在の街並みが形作られまし

た。

商工祭の仮装行列
● 撮影時期：昭和34年７月11日

● 撮影場所：本町２丁目付近
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〈
四
十
七
〉

「
雨
降
り
石
」の
巻

（
愛
宕
山
）



有限会社　花水農産
　代 表 者：代表取締役　宮内　賢一
　所 在 地：十日町市中条乙667
　連 絡 先：☎752-3782
　Ｕ Ｒ Ｌ：http://www16.plala.or.jp/miyautinotouhu/
　従業員数：30人
　事業内容：農産物生産
　　　　　　豆腐などの製造
　　　　　　販売・飲食業
　採用計画：未定
　理念/方針：地域に根ざした
　　　　　　農業

魚沼酒造　株式会社
　代 表 者：代表取締役　山口　勝由
　所 在 地：十日町市中条丙1276
　連 絡 先：☎752-3017
　Ｕ Ｒ Ｌ：http://www4.ocn.ne.jp/~tenjinkk/
　従業員数：11人（季節含）
　事業内容：清酒製造業
　採用計画：若干名
　理念/方針：人と水と米が
　　　　　　つくりあげる
　　　　　　個性ある酒づ
　　　　　　くり

真剣なまなざしではっけよい！　わんぱく相撲

一
人
前
を
祝
う
「
七
つ
参
り
」

トッキッキダンスで「あぶしま魂」が優勝

　５月10日㈰、トッキッキダンスにより国体を盛り上げようと長岡
市立劇場でトキめき新潟国体「トッキッキダンスコンテスト」中越地
区大会が開催され、十日町市からは、鐙島小学校トッキッキダンスチ
ーム「あぶしま魂」、吉田小学校「吉田小トッキーズ」、吉田中学校「パ
ワー全開！！SMILE29」の３チームが参加しました。３チームとも国
体冬季大会の歓迎イベントでステージ発表をしたり、大会に向けて合
同練習会を行うなど準備を重ねてきましたが、鐙島小学校「あぶし
ま魂」が小学生の部で見事優勝しました。鐙島小学校は、６月14日
㈰の100日前イベントの県大会（朱鷺メッセ）に出場するほか、９月
26日㈯の本大会開会式「オープニングプログラム」に出演します。

　５月10日㈰、市武道館相撲場で第25回わんぱく相撲十日
町場所（㈳十日町青年会議所主催）が行われました。今年は、
市内の小学１年生から６年生まで24人の力士が出場。全員
で準備運動をした後、学年ごとに白熱した取組を繰り広げま
した。今大会の４年生以上の成績上位者は、十日町代表チー
ムとして６月21日㈰に新津市で開催される県大会へ出場し
ます。優勝者は次のとおりです。（敬称略）▼１年生の部：
佐藤豪（吉田小）▼２年生の部：永井誓良（橘小）▼３年生
の部：小林隆人（十日町小）▼４年生の部：藤ノ木颯（東小）
▼５年生の部：根津和紀（西小）▼６年生の部：片桐瞬（橘小）

　

七
つ
参
り
は
、
男
の
子
が
数
え
で
７
歳
に
な

る
年
に
、
上
杉
謙
信
が
合
戦
の
必
勝
を
祈
願
し

た
と
い
わ
れ
る
松
苧
神
社（
国
の
重
要
文
化
財
）

に
参
拝
し
、
子
ど
も
の
健
康
と
成
長
を
願
う
松

代
の
伝
統
行
事
。
毎
年
５
月
８
日
に
行
わ
れ
、

今
年
は
数
え
歳
七
つ
の
男
児
９
人
が
お
は
ら
い

を
受
け
ま
し
た
。
朝
７
時
、
保
護
者
や
親
せ
き

な
ど
に
付
き
添
わ
れ
た
最
初
の
男
児
が
神
社
に

到
着
。
そ
の
後
も
続
々
と
荷
物
を
背
負
っ
た
参

拝
者
が
訪
れ
、境
内
で
持
参
し
た
赤
飯
や
煮
物
、

飲
み
物
を
広
げ
て
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

を
祝
う
う
た
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

その６

～祝酒「天神囃子」醸造元の酒造会社です。「天神囃子」は全日本
　国際酒類振興会主催の2009春季全国酒類コンクール本醸造部門
　で見事全国１位に輝きました～

有限会社 花水農産

 魚沼酒造 株式会社

～「みやうちのとうふ」を製造している農家の豆腐屋です。米、大豆、
　イチゴの栽培から豆腐、クッキー、イチゴジャムの製造・販売まで手
　がける６次産業事業所です～

平成７年に、米の生産から販売までを行う会社として３人で設立しました。

集団転作のために大豆の栽培を始めたところ、京都のしにせ豆腐店の目に留ま

り、契約栽培をすることになりました。ところが、世界的な大豆価格低迷時に

契約栽培を解消されてしまい、平成13年に自ら豆腐工場を開設。豆腐の製造

販売を始め、豆腐を売るために移動販売車で売り込みを行いました。

生産者の強みを生かし、大豆を惜しみなく使って豆本来の味を生かした豆腐

は評判となり、大手スーパーでも販売されるようになりました。そして今では、

創業は明治６年、現在で６代目になります。地元の皆さんにおいしいと言われ

る酒を造ることをモットーに、一貫して原材料にこだわり、普通酒の「天神囃子」

「八幡川」でも吟醸酒規格にまで玄米の精白を高め、生産量よりも高品質の酒造

りをしています。新潟の酒は淡麗辛口が多い中で、「後味が残らないうま味」と「さ

らっとしたおいしさ」を追求した個性ある酒造りを目指しています。

山口社長は、「このたび１位を受賞した天神囃子は、市民の皆さんから飲んで

もらい広めていただいたお酒です。地域に愛され、郷土の知恵がはぐくんだ酒だ

豆腐ドーナツやおからクッキー、イチゴジャムなどの製品も取りそろえ、食事

処・農家の店「あぜ道」で販売しています。

宮内社長のモットーは、「身構えず、自分のできることを気軽にやること」

です。豆腐工場はオートメーション化により人の手から雑菌が入るのを防いで

いて、防腐剤も入っていないため安心して食べられます。地域に根ざした農業

を理念に、あくまでも１次産業である農業を主軸に置く事業所でした。

からこその受賞と思っています。なおいっそうおいしい天神囃子を皆さんに届

けることができるように、さらなる努力をしていきます」と感謝の気持ちを述

べていました。工場内を見学すると、大きな酒蔵や洗米機・浸漬機・蒸し機が

整然と並んでいました。また、昔使った木製の道具も大切に展示されていまし

た。地域を大切に、あくまでも酒の味にこだわり、十日町の地酒を脈々と引き

継ぐ事業所でした。
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●
期
日
＝
７
月
２
日
㈭
・
３
日
㈮
●

会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
対
象
＝
防
火
管

理
義
務
対
象
物
に
居
住
ま
た
は
勤
務

し
、
防
火
管
理
者
と
し
て
選
任
さ
れ

る
予
定
の
人
●
受
講
料
＝
４
、
０
０

０
円
※
指
定
の
用
紙
で
金
融
機
関
に

て
振
込
み
●
定
員
＝
先
着
１
０
０
人

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月
１
日
㈪

～
30
日
㈫
の
間
に
、
申
込
書
（
問
合

せ
先
に
配
置
）
に
写
真
１
枚
を
添
え

て
十
日
町
地
域
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
７
５
７
―
１
５
５
７
）
ま
た
は

各
分
署
・
分
遣
所

●
日
時
＝
６
月
７
日
㈰
午
前
７
時
～

正
午
●
会
場
＝
つ
ま
り
っ
子
ひ
ろ
ば

●
問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
消
防
本
部

総
務
課
（
☎
７
５
７
―
１
５
５
６
）

　
国
体
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
●
日
時
＝
①
６
月
５
日
㈮
午
後

７
時
～
９
時
②
６
月
19
日
㈮
午
後
７

時
～
９
時
③
７
月
５
日
㈰
午
前
９
時

～
11
時
30
分
●
会
場
＝
①
②
中
里
体

育
館
③
市
総
合
体
育
館
●
対
象
＝
市

内
小
学
生
●
参
加
費
＝
無
料
●
内
容

＝
ル
ー
ル
や
楽
し
み
方
の
学
習
、
ゲ

ー
ム
●
持
ち
物
＝
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

内
履
き
の
運
動
靴
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
①
６
月
３
日
㈬
②
６
月
12
日
㈮

③
６
月
26
日
㈮
ま
で
に
中
里
公
民
館

（
☎
７
６
３
―
２
４
９
３
）

　「
日
本
語
で
の
会
話
が
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
な
い
」「
日
本
語
の
検
定
を

受
け
た
い
」
と
い
う
人
を
対
象
に
、

日
本
語
を
分
か
り
や
す
く
教
え
ま

す
。
●
日
時
＝
６
～
７
月
の
毎
週
火
・

金
曜
日
（
講
師
の
都
合
に
よ
り
変
更

あ
り
）
午
前
10
時
～
正
午
※
開
講
日

は
６
月
９
日
㈫
●
会
場
＝
中
央
公
民

館
●
受
講
料
＝
３
、
０
０
０
円
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
中
央
公
民
館
（
☎

７
５
７
―
５
０
１
１
）

　
父
の
日
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ

ト
を
作
っ
て
飛
ば
し
て
遊
び
ま
せ
ん

か
。
ロ
ケ
ッ
ト
飛
ば
し
大
会
も
行
い

ま
す
。
●
日
時
＝
６
月
21
日
㈰
午
前

９
時
30
分
～
11
時
40
分
●
会
場
＝
吉

田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場
●
対

象
＝
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
●
参
加

費
＝
ロ
ケ
ッ
ト
１
台
に
つ
き
３
０
０

円
●
定
員
＝
50
組
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
６
月
12
日
㈮
ま
で
に
吉
田
公
民

館
（
☎
７
５
２
―
２
８
７
４
）

●
日
時
・
内
容
＝
▼
６
月
６
日
㈯
午

 「森の学校」キョロロ
６月の里山体験プログラム

●参加費
　大人500円、小・中・高生300円
　（一部無料プログラムあり）
●集合場所・問合せ
　キョロロ☎595-8311

※小学３年生以下は保護者の
　同伴が必要です

期日 時間・テーマ

７日㈰
午後１時30分〜３時
　トンボとヤゴ探険

14日㈰
午後１時30分〜３時
　オトシブミ探険

21日㈰
午後１時30分〜３時
　山の幸探険

27日㈯

午前４時30分〜７時30分
　探鳥会
午後７時30分〜８時30分
　ホタル観察会

28日㈰
午後１時30分〜３時
　チョウ探険

後
６
時
～

：

【
火
焔
の
ま
つ
り
】
太

鼓
や
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
な
ど
▼
７
日

㈰
午
前
10
時
～
午
後
３
時

：

特
別
企

画
「
国
宝
（
№
７
、
№
17
）
展
示
」、

縄
文
体
験
イ
ベ
ン
ト
、
縄
文
衣
装
コ

ン
テ
ス
ト
な
ど
●
会
場
＝
笹
山
野
球

場
・
市
民
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
周
辺
●

問
合
せ
＝
中
条
地
区
振
興
会
（
中
条

公
民
館
内
☎
７
５
２
―
２
７
４
８
）

　
松
代
地
域
と
早
稲
田
大
学
の
交
流

30
周
年
を
記
念
し
て
行
う
演
奏
会
で

す
。
●
日
時
＝
６
月
13
日
㈯
午
後
６

時
30
分
～
（
開
場
６
時
）
●
会
場
＝

松
代
総
合
体
育
館
●
入
場
料
＝
無
料

●
問
合
せ
＝
交
流
30
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
（
松
代
支
所
内
☎
５
９

７
―
２
２
２
０
）

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
事

前
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
●

日
時
＝
６
月
13
日
㈯
午
前
９
時
～
午

後
０
時
10
分
（
午
前
11
時
30
分
か
ら

は
学
校
説
明
会
）
●
会
場
＝
小
出
養

護
学
校
ふ
れ
あ
い
の
丘
分
校
（
十
日

町
小
学
校
内
）
●
参
加
費
＝
無
料
【
公

開
講
座
を
同
日
開
催
し
ま
す
】
●
時

間
＝
午
後
４
時
～
６
時
●
会
場
＝
十

日
町
小
学
校
西
体
育
館
●
内
容
＝

「
幼
児
期
の
子
ど
も
へ
の
気
づ
き
・

対
応
に
つ
い
て
」
池
田
順
子
氏
（
県

発
達
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｒ
Ｉ

Ｓ
Ｅ
職
員
）
●
参
加
費
＝
無
料
●
問

合
せ
＝
小
出
養
護
学
校
ふ
れ
あ
い
の

丘
分
校
（
☎
７
５
２
―
７
４
７
１
）

●
日
時
＝
６
月
21
日
㈰
午
後
２
時
～

（
開
場
１
時
30
分
）
●
会
場
＝
市
民

会
館
●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合
せ
＝

十
日
町
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
・
三
浦

（
☎
７
５
２
―
３
５
７
５
）

●
日
時
＝
６
月
13
日
㈯
午
後
６
時
30

分
～
（
開
場
６
時
）
●
会
場
＝
市
民

会
館
●
入
場
料
＝
一
般
７
０
０
円

（
当
日
８
０
０
円
）、
中
・
高
生
５
０

０
円
（
当
日
６
０
０
円
）、
小
学
生

以
下
無
料
●
曲
目
＝
「
イ
ギ
リ
ス
民

謡
組
曲
」「
天
地
人
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

テ
ー
マ
」
ほ
か
●
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
＝

イ
ト
ー
楽
器
、
楽
器
の
お
ぎ
の
、
中

央
公
民
館
●
問
合
せ
＝
庭
野
（
☎
０

８
０
―
１
１
２
８
―
４
６
５
１
）

●
日
時
＝
６
月
22
日
㈪
午
前
11
時
30

分
～
午
後
２
時
30
分
●
会
場
＝
光
の

館
●
定
員
＝
先
着
15
人
●
参
加
費
＝

光
の
館
昼
食
会

十
日
町
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

第
39
回
定
期
演
奏
会

十
日
町
市
民
吹
奏
楽
団

第
35
回
定
期
演
奏
会

か
ん
た
ん
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ロ
ケ
ッ
ト
教
室

３
、
０
０
０
円
（
昼
食
・
見
学
料
込

み
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月
16

日
㈫
ま
で
に
光
の
館
（
☎
７
６
１
―

１
０
９
０
）

●
日
時
＝
６
月
６
日
㈯
午
前
７
時
30

分
～
●
会
場
＝
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ

ー
ク
●
参
加
費
＝
４
、０
０
０
円
（
プ

レ
ー
代
・
軽
食
代
込
み
）
●
定
員
＝

先
着
50
人
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
６

月
１
日
㈪
ま
で
に
、
参
加
費
を
添
え

て
サ
ン
パ
レ
ス
ナ
カ
ゴ
（
☎
７
６
８

―
４
４
１
９
）

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
教

室
内
容
や
送
迎
バ
ス
利
用
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
●
期

間
＝
６
月
１
日
㈪
～
30
日
㈫
●
会
場

＝
十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ

ー
●
受
講
料
＝
５
、
２
０
０
円
（
期

間
内
で
４
回
受
講
可
）
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５
８
―
３
３
４
３
）

　
20
周
年
を
記
念
し
て
、
南
魚
沼
美

術
協
会
と
十
日
町
書
道
協
会
の
皆
さ

ん
の
作
品
も
展
示
し
ま
す
。
●
会
期

＝
６
月
13
日
㈯
～
15
日
㈪
午
前
９
時

～
午
後
８
時
30
分
（
14
日
は
午
後
５

時
、
15
日
は
午
後
４
時
終
了
）
●
会

場
＝
市
民
体
育
館
●
入
場
料
＝
無
料

●
問
合
せ
＝
十
日
町
市
芸
術
協
会
・

小
林
（
☎
７
５
７
―
１
３
７
５
）

　
自
然
の
中
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
７
月
11
日
㈯
●
会
場
＝
十

日
町
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
６
月
12
日
㈮
ま
で
に

地
区
役
員
ま
た
は
十
日
町
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ
（
☎
７
５
２
―
３
５
１
５
）

●
日
時
＝
６
月
７
日
㈰
午
前
８
時
～

午
後
１
時
30
分
※
雨
天
決
行
●
集
合

場
所
＝
登
山
口
手
前
へ
リ
ポ
ー
ト
※

市
役
所
発
着
送
迎
あ
り
●
参
加
費
＝

５
０
０
円
●
申
込
み
＝
参
加
費
を
添

え
て
市
総
合
体
育
館
●
問
合
せ
＝
楽

山
会
・
樋
口
（
☎
０
９
０
―
４
７
５

７
―
８
９
８
９
）

　
夜
空
に
あ
な
た
だ
け
の
花
を
咲
か

せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
●
種
類
＝
４
号

玉
～
ス
タ
ー
マ
イ
ン
●
価
格
＝
７
、

５
０
０
円
～
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

６
月
19
日
㈮
ま
で
に
松
代
観
音
祭
実

行
委
員
会
（
☎
５
９
７
―
２
０
０
６
）

　
10
月
の
第
64
回
ト
キ
め
き
新
潟
国

体
本
大
会
に
向
け
て
、
冬
季
国
体
が

開
催
さ
れ
た
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
競
技
場
を
花
い
っ
ぱ
い
に
し
ま
し

ょ
う
。
●
対
象
＝
個
人
や
家
族
、
団

体
な
ど
※
花
を
商
売
と
し
て
い
る
人

を
除
く
●
参
加
費
＝
無
料
※
材
料
な

ど
は
各
自
で
負
担
●
応
募
条
件
＝
①

コ
ン
テ
ナ
は
80
㎝
四
方
ま
で
の
も
の

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
②
水
や
り
は

各
自
で
お
願
い
し
ま
す
③
展
示
期
間

中
の
破
損
な
ど
に
よ
る
弁
償
は
し
ま

せ
ん
●
展
示
期
間
＝
10
月
３
日
㈯
～

12
日
（
体
育
の
日
）
※
表
彰
式
は
10

日
㈯
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月
19

日
㈮
ま
で
に
申
込
書
（
各
公
民
館
・

問
合
せ
先
に
配
置
）
を
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
（
☎
７
５
２
―
３
１
０
３
）

　
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目

指
し
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
●
入
校
式
＝
７
月
４
日

ふ
れ
あ
い
の
丘
分
校

学
校
見
学
会
・
公
開
講
座

早
稲
田
大
学
マ
ン
ド
リ
ン

楽
部
演
奏
会

十
日
町
市
消
防
団
十
日
町

方
面
隊
春
季
消
防
演
習

エ
ン
ジ
ョ
イ
！
日
本
語
ひ
ろ
ば

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
教
室

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

国
宝
指
定
10
周
年
記
念
事
業

第
10
回
笹
山
じ
ょ
う
も
ん
市

第
５
回
市
長
杯

フ
ァ
ミ
リ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

６
月
の
体
験
教
室

第
16
回
十
日
町
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

当
間
山
山
開
き

松
代
観
音
祭
（
７
月
19
日
㈰
）

打
上
花
火
募
集

21
年
度
「
中
越
市
民
防
災

安
全
大
学
」
受
講
生
募
集

ト
キ
め
き
新
潟
国
体
開
催
イ
ベ
ン
ト

秋
の
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
ま

つ
り
２
０
０
９
参
加
者
募
集

十
日
町
市
芸
術
協
会
20
周
年

記
念
展
（
美
術
館
建
設
基
金
チ
ャ

リ
テ
ィ
小
品
展
併
催
）

保育ヘルパー育成セミナー新潟県女性財団
地域セミナー

　講演会やイベントなどに参加したくても、子どもを預けることができずにあきらめている人はいませんか。

そんな人たちのために、一時的に保育のお手伝いをするのが“保育ヘルパー”（保育ボランティア）です。セミナー

では、子どもたちを預かるときに知っておきたいことや、子育て支援に関する基礎知識を学びます。

◎対象：市内在住で保育ボランティアとして活動した

い人、子育て支援に関心のある人（年齢・性別は問

いません）

※第１回は公開講座ですので、セミナー受講者以外の

人も参加できます

◎受講料：無料

◎定員：先着30人（第１回のみ定員90人）

※ボランティア活動のためのセミナーですので、資格

取得や就職のあっせんはできません

◎申込み・問合せ：６月10日㈬までに、電話または

FAXで①氏名②住所③生年月日④電話番号を福祉

課子育て支援係（☎757-9169　FAX757-3800）

※保育ルームも用意します。希望する人は併せて申し

込んでください

日　時 会　場 内　　容

第
１
回

６月19日㈮
午後７時〜９時

情報館
◆開講式と公開講座
講師：小池由佳さん
　　　（新潟県立大学准教授）

第
２
回

６月25日㈭
午前10時〜正午

中央公民館
◆上越市内の保育ボランティア
グループによる活動の実践発表

第
３
回

７月２日㈭
午前９時　　
　　〜正午

中央公民館
◆救急法の実践講座
講師：十日町地域消防本部職員

第
４
回

７月10日㈮
午前10時　　
〜11時30分

中央公民館
◆市内で活動する「保育サポー
ターいちご」の皆さんによる実
践発表

第
５
回

７月17日㈮
午前10時　　
〜11時30分

中央公民館
ほか

◆保育現場実習と閉講式
（子育て支援センターでの保育
実習など）

18市報とおかまち『だんだん』平成21年5月25日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち『だんだん』平成21年5月25日号19

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



㈶新潟県中越大震災復興基金事業
に関するお知らせ

　
が
け
崩
れ
や
地
滑
り
な
ど
の
土
砂

災
害
は
、
一
瞬
で
尊
い
命
や
財
産
を

奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
①
雨
が
長
く

降
り
続
く
と
き
や
大
雨
の
と
き
②
川

の
水
や
井
戸
水
、
わ
き
水
の
量
が
変

化
し
た
り
濁
り
だ
し
た
り
し
た
と
き

③
地
面
に
き
裂
が
生
じ
た
と
き
な
ど

は
非
常
に
危
険
で
す
。
危
険
を
感
じ

た
と
き
は
避
難
を
心
が
け
、
県
と
新

潟
気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
る
土
木
災

害
警
戒
情
報
も
避
難
行
動
の
目
安
と

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

㈯
●
会
場
＝
長
岡
商
工
会
議
所
（
長

岡
市
）
●
対
象
＝
高
校
生
以
上
の
人

●
受
講
料
＝
一
般
１
５
、
０
０
０
円
、

学
生
７
、
５
０
０
円
●
定
員
＝
50
人

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月
19
日
㈮

ま
で
に
㈳
中
越
防
災
安
全
推
進
機
構

（
☎
０
２
５
８
―
36
―
８
１
４
１
）

　
講
師
の
レ
ッ
ス
ン
が
あ
り
ま
す
。

●
日
時
＝
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
～

正
午
●
会
場
＝
市
総
合
体
育
館
●
会

費
＝
入
会
金
３
、
０
０
０
円
、
月
会

費
３
、
０
０
０
円
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
ン
ラ
ヴ
Ｔ
Ｃ
・

富
田
（
☎
０
９
０
―
７
６
３
４
―
０

５
６
２
）

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

人
は
、
後
日
、
市
か
ら
送
ら
れ
る
現

況
届
を
提
出
し
な
い
と
支
給
が
停
止

さ
れ
ま
す
。
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
●
受
付
期
間
＝
６
月
１
日

㈪
～
30
日
㈫
●
提
出
場
所
＝
本
庁
１

階
ホ
ー
ル
ま
た
は
市
民
生
活
課
及
び

各
支
所
市
民
課
●
持
参
す
る
も
の
＝

ま
び
こ
（
☎
７
５
０
―
１
５
１
５
）

　
子
育
て
を
応
援
し
た
い
人
は
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝
６

月
12
日
㈮
午
前
10
時
～
正
午
●
会
場

＝
中
央
公
民
館
●
参
加
費
＝
無
料
●

講
師
＝
中
條
美
奈
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
マ
ミ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
理
事
長
）
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月
10
日
㈬
ま

で
に
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
い
ち
ご
・
小

幡
（
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
７
６
８
―
３
７
４

０
）
※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
付

　
５
月
は
固
定
資
産
税
第
１
期
、
軽

児
童
手
当
現
況
届
、
印
鑑
、
年
金
加

入
証
明
ま
た
は
健
康
保
険
者
証
な
ど

の
写
し
（
国
民
年
金
加
入
者
は
不
要
）

※
代
理
人
で
も
手
続
き
で
き
ま
す

が
、
そ
の
場
合
は
受
給
者
本
人
の
印

鑑
を
持
参
●
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課

年
金
係
（
☎
７
５
７
―
３
７
４
８
）

　
児
童
手
当
は
、
小
学
校
修
了
前
児

童
を
養
育
し
、
所
得
が
一
定
額
を
超

え
な
い
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
２
～

５
月
分
の
児
童
手
当
を
６
月
10
日
㈬

に
受
給
者
の
口
座
に
振
り
込
み
ま

す
。
●
児
童
手
当
の
月
額
＝
▼
３
歳

未
満

：

一
律
１
０
、
０
０
０
円
▼
３

歳
以
上
の
第
１
子
・
第
２
子

：

各
５
、

０
０
０
円
、
第
３
子
以
降

：

１
人
に

つ
き
１
０
、
０
０
０
円
●
問
合
せ
＝

市
民
生
活
課
年
金
係
（
☎
７
５
７
―

３
７
４
８
）

　
介
護
に
関
す
る
悩
み
や
疑
問
を
話

し
合
い
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん

か
。
●
日
時
＝
６
月
11
日
㈭
午
後
１

時
30
分
～
３
時
●
会
場
＝
川
治
公
民

館
●
参
加
費
＝
無
料
●
内
容
＝
講
演

「
十
日
町
市
の
介
護
保
険
の
利
用
状

況
」、
懇
談
会
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
第
２

期
及
び
介
護
保
険
料
第
２
期
の
納
付

月
で
す
。
期
限
（
６
月
１
日
）
内
に

納
め
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ
＝
税
務

課
・
介
護
国
保
課

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
＝
毎
週
火
曜
日

●
博
物
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
市
総
合
体
育
館
＝
16
日
㈫

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
10
日
㈬
・
24

日
㈬

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
毎
週
火
曜
日

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
火
曜
日

　
希
望
す
る
場
合
は
、
町
内
単
位
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
設
置
費
・

維
持
管
理
費
は
町
内
負
担
と
な
り
ま

す
。
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月
22

日
㈪
ま
で
に
市
民
生
活
課
環
境
政
策

室
（
☎
７
５
７
―
３
７
４
０
）
ま
た

は
各
支
所
地
域
振
興
課

　
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
で
は
、

６
月
１
日
㈪
か
ら
、ご
み
処
理
場
（
直

接
搬
入
）
の
開
業
時
間
を
次
の
と
お

り
変
更
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
●
平
日
・
日
曜
開
業
日
＝

午
前
８
時
45
分
～
正
午
、
午
後
１
時

～
４
時
45
分
●
土
曜
開
業
日
＝
午
前

８
時
45
分
～
11
時
45
分
●
問
合
せ
＝

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
（
☎
０
２

５
―
７
６
５
―
３
４
９
５
）

６
月
の
休
館
日

防
犯
灯
を
現
物
支
給
し
ま
す

夢
の
あ
る 

未
来
を
築
く 

み
ん
な
の
税

5
月
の
納
税
・
納
付

「
あ
っ
た
ら
い
い
な
。
こ
ん
な

子
育
て
支
援
」
研
修
セ
ミ
ナ
ー

中
里
・
松
之
山
地
域
の
ご
み

処
理
に
関
す
る
お
知
ら
せ

硬
式
テ
ニ
ス
を

い
っ
し
ょ
に
し
ま
せ
ん
か

児
童
手
当
の
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

家
族
介
護
教
室
・
家
族
介
護

者
交
流
事
業
「
楽
楽
会
」

２
〜
５
月
分
の
児
童
手
当

を
振
り
込
み
ま
す

し
ま
し
ょ
う
。
日
ご
ろ
か
ら
天
候
情

報
を
確
認
し
、
近
く
の
山
や
が
け
、

川
な
ど
で
異
常
な
か
所
を
見
つ
け
た

ら
、
す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
・
問
合
せ
＝
克
雪
維
持
課
維

持
管
理
係
（
☎
７
５
７
―
９
９
３
２
）

ま
た
は
各
支
所
農
林
建
設
課

　
市
に
は
、
市
長
か
ら
推
薦
さ
れ
て

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
人
権
擁
護
委

員
が
い
ま
す
。
悩
み
な
ど
が
あ
る
と

き
は
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
厳
守
で
す
。
●

人
権
擁
護
委
員
（
行
政
区
・
電
話
番

号
）
＝
▼
十
日
町
地
域

：

松
井
定
延

（
美
雪
町
３
・
☎
７
５
７
―
４
６
３

２
）、
大
嶋
紘
一
（
原
・
☎
７
５
５

―
２
０
７
７
）、
小
川
周
策
（
水
口
・

☎
７
５
５
―
２
７
０
９
）、
尾
身
静

榮
（
高
島
２
・
☎
７
５
７
―
６
９
７

１
）
▼
川
西
地
域

：

滋
野
豊
子
（
仁

田
・
☎
７
６
８
―
２
６
２
６
）、
小

林
善
一
郎
（
中
仙
田
・
☎
７
６
９
―

２
９
６
７
）
▼
中
里
地
域

：

齋
藤
馨

爾
（
本
屋
敷
・
☎
７
６
３
―
２
１
６

６
）、
南
雲
カ
ツ
ミ
（
田
中
・
☎
７

６
３
―
２
３
７
０
）
▼
松
代
地
域

：

石
黒
良
泉
（
室
野
・
☎
５
９
８
―
２

０
０
３
）
▼
松
之
山
地
域

：

樋
口
京

子
（
中
尾
・
☎
５
９
６
―
２
１
０
７
）

【
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
】
●
日

時
（
会
場
）
＝
▼
十
日
町
地
域

：

６

月
２
日
㈫
午
後
１
時
～
３
時
（
法
務

局
十
日
町
支
局
、
吉
田
公
民
館
）
▼

川
西
地
域

：

６
月
10
日
㈬
午
前
10
時

～
午
後
３
時
（
橘
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
▼
中
里
地
域

：

６

月
８
日
㈪
午
前
10
時
～
午
後
３
時

（
中
里
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

▼
松
代
地
域

：

６
月
２
日
㈫
午
前
10

時
～
午
後
３
時
（
松
代
総
合
セ
ン
タ

ー
）
▼
松
之
山
地
域

：

６
月
５
日
㈮

午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
松
之
山
自

然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
）
●
問
合
せ
＝

新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局
（
☎

７
５
２
―
２
５
７
５
）

　
不
用
に
な
っ
た
着
物
や
半
端
布

（
正
絹
・
綿
の
み
）
を
キ
ル
ト
展
で

活
用
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
細
か
く
切

り
取
る
の
で
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月
30
日
㈫

（
必
着
）
ま
で
に
市
観
光
協
会
十
日

町
支
部
（
☎
７
５
７
―
３
３
４
５
）

※
送
付
前
に
要
電
話

●
試
験
日
＝
７
月
11
日
㈯
●
受
験
料

＝
４
、
０
０
０
円
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
６
月
18
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
、

申
込
書
（
問
合
せ
先
に
配
置
）
に
受

験
料
を
添
え
て
十
日
町
商
工
会
議
所

（
☎
７
５
７
―
５
１
１
１
）

６
月
１
日
㈪
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

着
物
・
半
端
布
を

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

販
売
士
検
定
試
験
（
３
級
）

　市報４月10日号で、間もなく申込みを締め切る事業をお知ら
せしましたが、締切日を下記のとおり定めました。申請予定の人
は、早急に窓口部署へご相談ください。なお、基金の財源不足の
ため、申請できない場合がありますのでご理解をお願いします。

メニュー名 事業内容 締切日 窓　口

地域コミュニ
ティ施設等
再建支援

　集会所・神社などを復
旧する事業です。

６
月
12
日
㈮
（
期
日
厳
守
）

総合政策課
☎757-3193
または
各支所地域振興課

中山間地域
再生総合支援

　集落が要件に該当する
危険な放置被災か所を復
旧することを支援する事
業です。

防災安全室
☎757-3197
または
各支所農林建設課

地域営農活動
緊急支援

　地域営農の組織化を推
進し、効率的な営農体制
を確立するための経費を
支援する事業です。
※対象は十日町・川西地
　域のみ

農林課
☎757-3120
または
各支所農林建設課

　市では、平成19年３月に策定した「健康とおかまち21」に基づき、

市有施設の禁煙・分煙を推進しています。この取り組みは、たばこの煙

が喫煙者の周囲にいる人の健康にも悪影響を与える受動喫煙を防止する

ためのものです。受動喫煙によって、肺がんや呼吸器疾患など、さまざ

まな健康被害を受けることが分かっています。公共施設だけでなく、家

庭や職場でも受動喫煙を防止するためには、喫煙者の協力が欠かせませ

ん。喫煙マナーを守って快適な生活空間をつくりましょう。

　また、県では、健康増進法の趣旨に基づいて受動喫煙による健康被害

のない環境づくりをすすめるため、禁煙・分煙に積極的に取り組み、受

動喫煙防止を宣言する施設を募集しています。対象となる施設は、多く

の人が利用する学校、病院、集会所、事務所、飲食店、官公庁などで、

市内では82施設が登録しています（平成21年４月１日現在）。登録施設

には、県からステッカーが交付されるほか、県ホームページで施設名が

紹介されます。登録制度については、十日町地域振興局健康福祉部（☎

757-2401）へ直接問い合わせるかホームページ（http://www.pref.

niigata.lg.jp/tokamachi_kenkou/index.html）をご覧ください。

５月31日㈰〜６月６日㈯は禁煙週間です５月31日は
世界禁煙デー

●問合せ　健康支援課地域医療係　☎757-3719

今年のテーマ 煙のない健康的な社会づくり

むし歯のないよい歯の子
４月の３歳児健診を受けた子34人

※保護者の承諾を得て掲載しています

よい歯の子 住　所 保護者

中 尾 謙
けん

太
た

（高田町３南） 義則

峯 　 彩
あや

華
か

（千代田町） 忠男

恩 田 千
ち

穂
ほ

（新座４- ２） 勇一

登 坂 琉
りゅう

翔
と

（新座４- ２） 信弘

樋 口 　 凛
りん

（太子堂） 賢臣

宮 入 唯
ゆい

菜
な

（妻有町東１） 浩

原 　 大
だい

悟
ご

（千歳町２・３）光治

小 林 華
か

乃
の

（寿町１） 直志

児 玉 晃
こう

一
いち

朗
ろう

（稲葉） 啓吾

上 村 芽
め

衣
い

那
な

（貝ノ川） 真由美

宮 澤 　 凪
なぎ

（伊達３） 修

福 原 蒼
あお

生
い

（大黒沢１） 末夫

小 海 颯
そう

太
た

（朝日町） 基

髙 橋 小
こ

珠
だま

（田中町） 勉

清 水 ほ の か （上野） 敬祐

松 澤 　 匠
たくみ

（上野） 晋

春 日 大
だい

地
ち

（仁田） 武

中 澤 美
み

有
ゆ

（通り山） 広典

髙 澤 結
ゆ

衣
い

（松代） 剛

20市報とおかまち『だんだん』平成21年5月25日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち『だんだん』平成21年5月25日号21

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



十日町本庁（代表） 
☎757-3111 

川西支所（市民課直通） 
☎768-4956

中里支所（市民課直通） 
☎763-3121 

松代支所（市民課直通） 
☎597-2221 

松之山支所（市民課直通） 
☎596-2169 

健康相談・休日救急医・離乳食教室・乳幼児健診の問合せ

2009年6月 June2009年6月 June

●心配ごと相談
　会場：社会福祉協議会（本所・支所）
　時間：午後１時30分〜４時
 　▽十日町本所　毎週木曜日
 　▽松代支所　　５日㈮　  ▽松之山支所　９日㈫
 　▽中里支所　　19日㈮　 ▽川西支所　　23日㈫

問合せ　社会福祉協議会　☎750-5010

●日　時　毎週火曜日　午前10時〜11時
　　　　　※９日は遠足、30日は七夕
●対　象　１歳〜就園前のお子さんとその保護者
●会　場　市民体育館　※９日は中央公民館前集合
●申込み・問合せ　中央公民館　☎757-5011

 なかよしランド

●日　時　13日㈯　午前10時〜11時
●対　象　乳幼児〜小学生
●会　場　下条公民館
●問合せ　水落　☎756-2254

 ぐりぐらルーム

 おはなしひろば
●日　時　13日㈯　午前10時〜
●対　象　園児〜小学３年生
●会　場　中里総合センター
●問合せ　中里公民館　☎763-2493

 おはなしたまてばこ
●日　時　11日㈭　午前10時〜11時
●対　象　乳幼児とその保護者
●会　場　情報館
●問合せ　情報館　☎750-5100

 どんぐりおはなしのへや
●日　時　20日㈯　午後２時〜３時
●対　象　幼児・小学生
●会　場　情報館
●問合せ　情報館　☎750-5100

 おはなしの会「ふきのとう」
●日　時　20日㈯　午前10時〜11時
●対　象　乳幼児〜小学３年生
●会　場　千手中央コミュニティセンター
●問合せ　山田　☎768-3865

 十日町おやこ劇場〜おはなしてんこもり〜
●日　時　６日㈯　午前10時30分〜11時30分
●対　象　どなたでも参加できます
●会　場　加賀書院
●問合せ　十日町おやこ劇場事務所・加賀書院
　　　　　☎752-2114
※加賀文庫の絵本の貸し出しも行っています

●ちびっこひろば

●高年齢者職業相談
　おおむね45歳以上が対象です　
　毎週月〜金曜日　午前９時〜午後５時
　会場：高年齢者職業相談室（サンクロス十日町内）

●ジョブカフェ（若者のための仕事相談）

　おおむね30代半ばまでが対象です　※要予約
　４日㈭・18日㈭　午前10時〜午後３時
　会場：本町分庁舎　☎757-3139

●定例行政相談
　毎月第２金曜日　午前10時〜正午
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●行政相談
　【川西地域】24日㈬　午後１時30分〜４時
       　　　　会場：はあとふる川西
　【中里地域】20日㈯　午後１時30分〜３時30分
       　　　　会場：中里支所

●法律相談　電話で市民生活課市民係へ要予約

　毎週木曜日　午後１時30分〜４時 
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●多重債務相談
　電話で市民生活課環境政策室生活環境係へ要予約
　10日㈬　午後１時30分〜４時30分
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●消費者相談
　８日㈪・15日㈪・22日㈪・29日㈪
　午後１時30分〜４時
　会場：本庁市民相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
　11日㈭・25日㈭　午前10時〜正午、午後１時〜３時
　会場：クロス10

●教育・少年相談
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前９時〜午後５時
　会場：教育センター（情報館内）
　※電話相談（☎756-5010）も行っています

●女性相談専用電話
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前８時30分〜午後５時30分　☎757-3701

　不眠、不安、意欲の低下などで悩んでいませんか。

本人でも家族でも相談できます。

●日　時　９日㈫　午後２時〜４時

●会　場　十日町保健センター

●医　師　山下医師（山下メンタルクリニック）

●申込み・問合せ

　健康支援課成人保健係（内線126）

●こころの健康相談

●期　日　18日㈭

●会場・受付時間

　中里総合センター　午前10時〜正午

　㈱シルクワーク　　午後１時45分〜３時30分

●問合せ　健康支援課地域医療係（内線127）

●全血献血

●各種相談のお知らせ

(久)

▼
広
報
を
担
当
し
て
ち
ょ
う
ど
１
年
、
松

之
山
支
所
の
（
久
）
で
す
。
地
域
の
話
題

を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
▼
今
年
の
大

型
連
休
前
に
は
、
メ
キ
シ
コ
で
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
、
各
地
域
の
国
へ

と
感
染
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
５
月

に
入
り
、
カ
ナ
ダ
か
ら
の
帰
国
者
か
ら
日

本
国
内
で
も
感
染
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

私
自
身
は
海
外
と
は
縁
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
潜
伏
期
間
が
10
日
間
程
度
と
の
こ
と

で
あ
り
、
人
の
多
い
と
こ
ろ
に
出
か
け
た

と
き
自
分
の
回
り
に
感
染
者
が
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
考
え
る
と
、
ち
ょ
っ

と
怖
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
と
に
か
く
外

出
後
は
、
手
洗
い
・
う
が
い
な
ど
を
行
い

▼
市
報
「
だ
ん
だ
ん
」
５
月
10
日
号
で
、

選
挙
の
結
果
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
得
票

数
の
小
数
点
以
下
の
数
字
が
分
か
り
づ
ら

い
と
の
お
し
か
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
議
会
議
員
選
挙
で
は
同
姓
の
候
補
者
が

複
数
い
る
場
合
に
案
分
票
が
あ
る
た
め
で

す
が
、
そ
の
説
明
が
な
か
っ
た
こ
と
が
原

因
で
す
。
市
報
を
作
っ
て
い
て
、
自
分
で

は
分
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
読
者
の

立
場
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
反
省
し
て

い
ま
す
。
▼
５
月
の
大
型
連
休
の
こ
ろ
か

ら
風
邪
を
引
い
て
い
て
、
長
引
い
て
い
ま

す
。
世
間
で
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

に
ぎ
や
か
で
す
の
で
、
新
型
か
と
か
ら
か

わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
影
響
が
ど
こ
ま
で
広
が
る
か
心

配
で
す
。自
分
で
で
き
る
防
衛
策
と
し
て
、

感
染
防
止
に
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
習
慣
付
け
ま

せ
ん
か
。

せ
め
て
手
洗
い
と
う

が
い
だ
け
で
も
き
ち

ん
と
や
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

●休日救急医

◎会 場...十日町保健センター
◎持ち物...母子健康手帳、問診票、
   　　　  フッ素塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）
    　　　 視聴覚アンケート（３歳６か月児のみ）
     　　　着替えやおむつなど必要なもの
◎対象の期日に受診できなかったときは、住んでいる
　地域に応じて本庁または各支所へ連絡してください。
◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りますの
　で、届かない人は本庁へ連絡してください。
◎健診終了時間が遅くなることがあります。ゆとりを
　もって来てください。

●乳幼児健診

●離乳食教室
診療受付時間：午前８時30分〜正午、午後１時〜５時

事業名 対象児 開 催 日

離乳の
はじめてコース

２か月〜４か月児 ２日㈫

ステップアップ
コース

６か月〜９か月児 16日㈫

会　　場　十日町保健センター

受付時間　午前９時45分〜10時

　　　　　直接会場へおいでください

持 ち 物　母子健康手帳・筆記用具

●健康相談 保健師による相談

期　日 会場 受付時間

１日㈪・15日㈪ 十日町保健センター 午前9時30分〜11時30分

11日㈭ 吉田公民館 午前9時30分〜11時30分

15日㈪ 松代支所 午前9時〜11時

19日㈮ 水沢公民館 午前9時30分〜11時30分

22日㈪ 松之山支所 午前8時30分〜11時30分

23日㈫ 川西支所 午前9時〜11時

26日㈮
中条公民館 午前9時30分〜11時30分

下条公民館 午前9時30分〜11時30分

29日㈪ 中里支所 午前9時〜11時30分

※健康手帳のある人は持参してください

●乳幼児の健康相談 対象は乳幼児とその保護者です

期　日 会場 受付時間

３日㈬ 千手中央コミュニティセンター
午前９時30分〜正午
午後１時〜２時30分

11日㈭

子育て支援センター「くるる」 午前10時〜11時30分

子育て支援センター「きらりん」 午前10時〜11時

松之山保育園 午前９時〜11時

23日㈫ 松代保育園 午前９時〜11時30分

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診

24日㈬
午後１時
　〜１時30分

21年２月
生まれの

乳 児

10か月児
身体測定

24日㈬ 午前９時〜10時
20年８月
生まれの

乳 児

１歳６か月児
健診

17日㈬
午後１時
　〜１時30分

19年12月
生まれの

幼 児

２歳６か月児
身体測定

25日㈭
午前９時
　〜９時30分

18年12月
生まれの

幼 児

３歳６か月児
健診

18日㈭
午後１時
　〜１時30分

17年12月
生まれの

幼 児

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

川西診療所 高原田 768-2034

津南病院 津南町 765-3161

たかき医院 土市５ 758-2361

山口医院 袋町中 752-2174

大熊内科医院 山本町１ 752-7066

14日㈰

21日㈰

７日㈰

28日㈰

(高)
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　スイーツめぐりの看板も相
談をしながら手作りで。

　各旅館がそれぞれ工夫して作った
スイーツ。地産地消にこだわり、地
域や県内でとれた食材を使って手作
りで作っています。

　同じ温泉街でも、会員全員が顔を合わせることはなかなかないもの。それ
だけに会のおかげで、何でも気軽に意見交換ができるのがいいところ。

松
之
山
温
泉
女お

か

み将
会

●
幹
事
　
柳

明
美
　
☎
５
９
６

｜
２
５
２
５

　

４
年
前
の
中
越
大
震
災
の
と
き
、被
害
が
比
較
的
少
な
か
っ
た
松
之
山
温
泉
か
ら
、

合
併
前
の
十
日
町
市
に
温
泉
組
合
で
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
炊
き
出
し
に
行
っ
た
こ
と

が
会
を
作
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
か
ら
は
温
泉
街
の
活
性
化
に
も
ア
イ

デ
ア
を
出
し
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

温
泉
街
を
元
気
に
、
地
域
を
元
気
に

　
合
併
後
も
大
き
な
地
す
べ
り
災
害
が
あ

り
、
普
段
か
ら
女
性
も
集
ま
っ
て
い
ざ
と
い

う
と
き
に
備
え
る
こ
と
が
必
要
と
感
じ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
最
初
は
松
之
山
温
泉
組
合
旅

館
女
性
部
を
作
り
ま
し
た
。
今
年
か
ら
ス
イ

ー
ツ
め
ぐ
り
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、
外

部
に
発
信
し
て
い
く
に
は
も
っ
と
分
か
り
や

す
い
名
前
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、
松
之
山

温
泉
女
将
会
に
し
ま
し
た
。

　「
旅
館
街
ス
イ
ー
ツ
め
ぐ
り
」
は
、
新
潟
県

旅
館
組
合
女
将
会
か
ら
提
案
を
受
け
、
観
光

客
が
温
泉
街
を
歩
い
て
楽
し
め
る
き
っ
か
け

作
り
と
し
て
今
年
取
り
組
み
ま
す
。
声
か
け

を
し
た
と
こ
ろ
８
軒
の
旅
館
が
手
を
挙
げ
て
、

地
元
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
各
旅
館
そ
れ
ぞ
れ

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ
が
出
来
ま
し
た
。

　
幹
事
役
を
引
き
受
け
る
柳
明
美
さ
ん
は
、

「
お
互
い
の
作
品
の
感
想
を
言
い
合
っ
た
り
、

素
直
な
意
見
交
換
が
で
き
た
り
、
自
分
た
ち

も
楽
し
み
な
が
ら
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
お
客
様
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と

期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
軒
一
軒
の
旅

館
が
元
気
良
く
な
る
た
め
に
、
地
域
全
体
が

良
く
な
る
こ
と
が
大
事
。
女
将
同
士
横
の
つ

な
が
り
を
作
り
、
女
性
の
思
い
や
考
え
を
出

せ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
ス
イ
ー
ツ
め
ぐ
り
は
、
芸
術
祭
の
立
ち
寄

り
所
と
し
て
、
７
月
26
日
か
ら
９
月
13
日
ま

で
の
芸
術
祭
期
間
に
合
わ
せ
て
行
う
ほ
か
、

10
月
か
ら
の
新
潟
県
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
�
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
も
、
品
を
変
え
て
実

施
す
る
予
定
で
す
。

１４
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